
発掘調査より知られる貞観～一年（八六九）陸奥国巨大地震・津波の被害とその復興（柳澤）

発
掘
調
査
よ
り
知
ら
れ
る
貞
観
一
一
年
（
八
六
九
）
陸
奥
国

巨
大
地
震
・
津
波
の
被
害
と
そ
の
復
興

ロ籾

睾、
ぞ

口禾

明

門
要
約
】
　
貞
観
一
一
年
（
八
六
九
）
陸
奥
国
巨
大
地
震
は
、
多
賀
城
の
変
遷
に
お
け
る
第
唐
輪
と
第
W
期
の
画
期
と
な
っ
て
い
る
。
多
賀
城
は
大
被
害
を

受
け
た
が
、
城
内
で
は
政
庁
、
外
郭
区
画
施
設
、
実
務
前
浪
、
城
外
で
は
方
格
地
割
を
形
成
す
る
道
路
、
内
部
の
建
物
群
な
ど
が
復
興
を
遂
げ
て
い
る
。

多
賀
城
跡
城
内
に
お
け
る
地
震
の
前
後
の
様
子
は
か
な
り
具
体
的
に
わ
か
っ
て
い
る
。
城
外
で
の
復
興
の
様
子
も
わ
か
っ
て
き
た
が
、
巨
大
津
波
の
襲
来

が
『
日
本
三
代
実
録
隔
貞
観
十
　
年
五
月
二
十
六
日
癸
島
島
よ
り
推
定
さ
れ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
津
波
痕
跡
が
よ
く
わ
か
ら
な
い
の
が
実
情
で
あ
る
。

史
料
に
は
載
っ
て
い
な
い
が
、
多
賀
城
付
属
の
多
賀
城
寵
寺
跡
の
他
、
陸
奥
国
分
寺
跡
・
国
分
尼
寺
跡
も
被
害
を
受
け
た
が
、
復
興
さ
れ
て
い
る
こ
と
が

発
掘
調
査
で
明
ら
か
と
な
っ
て
い
る
。
特
に
多
賀
城
二
五
三
重
塔
跡
の
復
興
状
況
は
明
瞭
で
、
陸
奥
国
分
寺
跡
の
七
重
塔
廻
廊
跡
は
貞
観
地
震
で
倒
壊
し

た
可
能
性
が
高
い
。
多
賀
城
の
復
興
の
方
式
と
は
異
な
り
、
陸
奥
国
分
寺
・
国
分
尼
寺
の
復
興
は
創
建
期
と
同
様
に
国
内
郡
司
の
協
力
が
あ
っ
た
と
推
定

さ
れ
る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
史
林
九
六
巻
一
号
　
二
〇
一
三
年
一
月

は
　
じ
　
め
　
に

　
二
〇
｝
一
年
春
月
一
～
日
午
後
二
時
四
六
分
、
「
平
成
二
三
年
（
二
〇
一
一
年
）
東
北
地
方
太
平
洋
沖
地
震
」
が
発
生
し
た
。
ま
も
な
く
二
年

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
①

に
な
る
が
、
東
臼
本
大
震
災
（
世
界
歴
代
四
位
の
モ
ー
メ
ン
ト
・
マ
グ
ニ
チ
ュ
ー
ド
M
W
九
・
○
の
超
巨
大
地
震
＋
巨
大
津
波
＋
福
島
第
一
原
発
震
災
）
が

今
も
な
お
継
続
中
で
あ
る
。
こ
の
超
巨
大
地
震
・
津
波
が
起
き
て
か
ら
、
こ
れ
が
貞
観
＝
年
（
八
六
九
）
陸
奥
国
巨
大
地
震
・
津
波
の
再
来
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で
あ
る
と
指
摘
さ
れ
た
こ
と
か
ら
、
貞
観
地
震
・
津
波
は
世
間
一
般
に
も
広
く
知
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
こ
の
貞
観
＝
年
（
八
六
九
）
陸

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
②

奥
国
臣
大
地
震
・
津
波
は
、
『
大
日
本
地
名
辞
書
聴
を
著
し
た
明
治
の
偉
大
な
歴
史
地
理
学
者
・
吉
田
東
伍
氏
が
最
初
に
論
じ
、
四
期
に
大
別

さ
れ
る
多
賀
城
の
変
遷
に
お
い
て
誤
聞
期
と
第
W
期
と
の
画
期
と
な
る
な
ど
、
古
代
史
・
考
古
学
研
究
者
や
地
震
・
津
波
研
究
者
に
は
「
常

識
」
で
あ
っ
た
が
、
世
間
に
は
あ
ま
り
知
ら
れ
て
い
な
か
っ
た
。
東
日
本
大
震
災
が
起
き
て
か
ら
こ
の
巨
大
地
震
が
周
知
さ
れ
た
の
は
悲
劇
的

で
、
世
間
～
般
に
対
す
る
ア
ウ
ト
リ
ー
チ
（
専
門
家
に
よ
る
広
報
）
活
動
が
足
り
な
か
っ
た
こ
と
は
真
剣
に
反
省
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　
こ
う
し
た
こ
と
も
あ
っ
て
、
今
図
の
震
災
後
、
冒
P
O
ゲ
ー
ト
シ
テ
ィ
多
賀
城
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
上
で
～
般
向
け
に
「
貞
観
地
震
・
津
波
か

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
③

ら
の
陸
奥
国
府
多
賀
城
の
復
興
偏
と
題
す
る
小
論
を
発
表
し
、
同
様
の
テ
ー
マ
で
研
究
発
表
六
件
（
東
北
史
学
会
、
東
国
古
代
遺
跡
研
究
会
、
条
里

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
④

制
・
古
代
都
市
研
究
会
、
京
都
大
学
史
学
研
究
会
、
宮
城
県
考
古
学
会
、
明
治
大
学
古
代
学
研
究
所
）
と
講
演
；
一
件
（
み
や
ぎ
街
道
交
流
会
、
明
治
青
年
大

学
郷
土
史
を
学
ぶ
会
、
紋
別
市
北
の
文
化
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
実
行
委
員
会
、
東
北
歴
史
博
物
館
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
研
修
会
、
財
団
法
人
福
島
県
文
化
振
興
事
業
団
主

催
地
域
史
研
究
講
習
会
、
東
北
歴
史
博
物
館
第
三
回
オ
ー
プ
ン
講
座
、
み
や
ぎ
生
協
退
職
者
友
の
会
、
東
海
大
学
山
形
高
等
学
校
市
民
講
座
、
多
賀
城
市
自
然

塾
カ
ワ
セ
ミ
ク
ラ
ブ
、
日
本
文
化
財
科
学
会
公
開
講
演
会
、
史
都
多
賀
城
歴
史
・
観
光
講
座
、
全
国
埋
蔵
文
化
財
セ
ン
タ
ー
連
絡
協
議
会
北
海
道
・
東
北
ブ
ロ

ッ
ク
会
議
、
東
北
管
区
警
察
学
校
）
を
相
次
い
で
行
っ
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑤

　
本
稿
は
、
震
災
後
に
京
都
大
学
史
学
研
究
会
例
会
で
行
っ
た
研
究
発
表
を
も
と
に
成
稿
し
た
も
の
で
、
貞
観
地
震
・
津
波
に
よ
る
陸
奥
国
府

多
賀
城
跡
の
被
害
と
そ
の
復
興
の
様
相
、
及
び
貞
観
地
震
に
よ
る
多
賀
城
廃
寺
跡
・
陸
奥
国
分
寺
跡
・
国
分
尼
寺
跡
の
被
害
と
そ
の
復
興
の
様

相
に
つ
い
て
、
発
掘
調
査
成
果
に
焦
点
を
あ
て
て
明
ら
か
に
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
る
。

　
①
日
本
で
通
常
M
と
表
記
さ
れ
る
の
は
、
気
象
庁
マ
グ
ニ
チ
ュ
ー
ド
M
一
を
い
う
。
　
②
吉
田
東
伍
「
貞
観
十
一
年
陸
奥
府
城
の
震
動
洪
溢
」
（
『
歴
史
地
口
第
八
巻
第

　
　
M
八
を
超
え
る
罠
大
地
震
の
場
合
、
適
切
に
規
模
を
示
す
こ
と
が
で
き
な
い
飽
和
　
　
　
　
　
一
二
号
　
一
～
八
頁
、
一
九
〇
六
年
）
。
吉
田
東
伍
氏
は
、
『
底
本
三
代
実
録
謡
貞

　
　
状
態
に
な
る
た
め
、
震
源
断
惑
面
積
、
平
均
変
異
量
、
剛
性
率
か
ら
算
出
し
、
巨
　
　
　
　
　
観
十
一
年
（
八
六
九
）
五
月
二
十
六
日
条
を
紹
介
し
て
解
説
を
加
え
た
。
そ
し
て
、

　
　
大
地
震
の
規
模
を
適
切
に
示
せ
る
モ
ー
メ
ン
ト
・
マ
グ
ニ
チ
ュ
ー
ド
M
W
が
用
い
　
　
　
　
巨
大
地
震
が
陸
奥
国
に
夜
間
に
発
生
し
、
陸
奥
国
府
多
賀
城
に
津
波
が
押
し
寄
せ

　
　
ら
れ
る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
た
こ
と
な
ど
を
詳
細
に
論
じ
、
貞
観
地
震
・
津
波
研
究
の
基
礎
を
築
い
た
。
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発掘調査より知られる貞観一一年（入六九）陸奥国巨大地震・津波の被害とその復興（柳澤〉

③
柳
澤
和
明
「
貞
観
地
震
・
津
波
か
ら
の
陸
奥
国
府
多
賀
城
跡
の
復
興
」
N
P
O

　
ゲ
ー
ト
シ
テ
ィ
多
賀
城
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ニ
○
＝
年
五
月
二
八
日
公
開
、
耳
ε
”

　
＼
＼
ぴ
Q
讐
Φ
鼠
ひ
Q
鋤
町
。
．
芝
Φ
窪
＆
■
8
8
＼
噂
縣
ぐ
＄
o
q
p
。
貯
。
し
く
2
騨
Q
海
量
曲
面
も
黛

④
二
〇
＝
年
一
〇
月
二
日
「
貞
観
十
一
年
陸
奥
国
大
地
震
・
津
波
と
国
府
多
賀

　
城
の
復
興
」
野
｝
○
＝
年
度
東
北
史
学
会
大
会
研
究
発
表
㎞
。
二
〇
一
一
一
年
二
月

　
一
二
日
「
貞
観
十
【
年
（
八
六
九
）
陸
奥
国
巨
大
地
震
・
津
波
と
陸
奥
国
の
復

　
興
」
『
東
国
古
代
遺
跡
研
究
会
第
二
回
研
究
集
会
　
考
古
学
か
ら
み
た
災
害
と
復

　
興
㎞
。
二
〇
ご
一
年
三
月
三
日
「
災
害
と
向
き
合
い
歴
史
に
学
ぶ
一
貞
観
一
一

　
年
（
八
六
九
）
陸
奥
国
巨
大
地
震
・
津
波
と
そ
の
復
興
扁
『
第
二
八
國
条
里
制
・

　
古
代
都
市
研
究
会
「
古
代
の
災
害
を
考
え
る
一
地
震
・
津
波
・
噴
火
1
」
基

　
調
報
告
・
大
会
報
告
挽
。
二
〇
皿
二
年
四
月
一
＝
日
「
貞
観
一
～
年
（
八
六
九
）

　
陸
奥
国
臣
大
地
震
・
津
波
と
陸
奥
国
の
復
興
」
『
京
都
大
学
史
学
研
究
会
例
会
㎞
。

　
二
〇
＝
一
年
五
月
二
〇
日
「
発
掘
調
査
よ
り
知
ら
れ
る
貞
観
｝
～
年
（
八
六
九
）

　
陸
奥
国
臣
大
地
震
の
被
魯
と
そ
の
復
興
」
『
宮
城
県
考
古
学
会
研
究
発
表
会
　
宮

　
城
県
に
お
け
る
歴
史
地
震
・
津
波
災
害
！
考
古
学
的
検
討
を
今
後
よ
り
深
め
る

　
た
め
の
第
一
歩
－
輪
。
二
〇
＝
一
年
一
〇
月
日
購
「
陸
奥
国
府
多
賀
城
跡
の
発

　
掘
調
査
と
貞
観
地
震
」
『
明
治
大
学
古
代
学
研
究
所
公
開
研
究
会
　
歴
史
文
化
遺

　
産
と
日
本
古
代
学
研
謬
説
。

⑤
　
同
テ
…
マ
・
内
容
で
相
次
い
で
発
表
し
、
発
表
内
容
の
論
文
化
の
締
め
切
り
時

　
期
も
同
じ
た
め
、
『
条
里
制
・
古
代
都
市
研
究
』
第
二
八
暑
掲
載
予
定
論
文
と
一

　
部
重
複
す
る
点
が
あ
る
。
こ
の
点
に
つ
い
て
は
双
方
の
編
集
者
よ
り
了
解
を
得
て

　
い
る
が
、
読
者
諸
賢
に
も
ご
寛
恕
願
い
た
い
。

第
【
章
　
『
日
本
三
代
実
録
』
よ
り
知
ら
れ
る
貞
観
㎜
一
年
（
八
六
九
）
陸
奥
国
巨
大
地
震
・
津
波

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
①

『
日
本
三
代
実
録
』
よ
り
知
ら
れ
る
貞
観
一
～
年
陸
奥
国
巨
大
地
震
・
津
波
の
被
害
と
そ
の
復
興
は
、
以
下
の
よ
う
に
要
約
で
き
る
。

①
　
貞
観
地
震
・
津
波
は
、
貞
観
一
一
年
五
月
二
六
日
（
ユ
リ
ウ
ス
暦
八
六
九
年
七
月
九
日
）
夜
に
発
生
し
た
。
人
的
被
害
は
、
溺
死
者
約
一

　
〇
〇
〇
人
、
圧
死
者
（
不
明
）
、
地
割
れ
に
落
ち
込
ん
だ
死
者
（
不
明
）
で
、
物
的
被
害
は
家
屋
の
倒
壊
、
多
賀
城
の
城
郭
・
倉
庫
・
門
・

　
櫓
・
築
地
塀
の
倒
壊
、
原
野
・
道
路
の
広
範
な
浸
水
、
田
畠
・
作
物
の
被
害
、
土
地
被
害
は
地
割
れ
、
広
大
な
津
波
浸
水
被
害
で
あ
っ
た
。

②
被
害
は
陸
奥
国
（
福
島
・
宮
城
・
岩
手
県
域
）
で
最
も
甚
大
だ
っ
た
が
、
隣
国
の
常
陸
国
（
茨
城
県
）
な
ど
に
も
あ
っ
た
。

③
陸
奥
国
内
で
の
被
害
は
広
範
囲
で
、
蝦
夷
が
居
住
し
て
い
た
大
崎
・
石
巻
平
野
以
北
に
も
甚
大
な
被
害
が
あ
っ
た
こ
と
が
う
か
が
え
る
。

④
被
害
記
事
よ
り
み
て
、
貞
観
地
震
は
マ
グ
ニ
チ
ュ
ー
ド
M
八
ク
ラ
ス
、
震
度
六
強
以
上
と
推
定
さ
れ
る
。

⑤
陸
奥
国
か
ら
の
被
害
第
｛
報
が
都
に
届
い
た
の
は
、
貞
観
＝
年
（
八
六
九
）
七
月
二
鼠
（
地
震
発
生
二
五
日
後
）
～
九
月
七
日
（
地
震
発

　
生
九
八
日
後
）
と
遅
く
、
被
害
が
甚
大
で
あ
っ
た
こ
と
を
示
唆
す
る
。
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⑥
政
府
は
九
月
七
日
、
陸
奥
国
に
巨
大
地
震
が
発
生
し
た
九
八
日
後
、
正
使
一
名
（
左
衛
門
権
佐
兼
因
幡
国
権
介
紀
春
枝
）
、
副
使
二
名
（
判

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
②

　
官
・
主
典
各
…
名
）
か
ら
な
る
「
検
陸
奥
国
地
震
使
」
を
派
遣
し
た
。
こ
の
派
遣
以
降
、
矢
継
ぎ
早
に
以
下
の
復
興
施
策
を
実
施
し
た
。

　
a
．
同
年
一
〇
月
一
三
日
清
和
天
皇
詔
1
1
災
異
思
想
に
基
づ
く
復
興
理
念
の
表
明
と
具
体
的
な
復
興
施
策
（
使
者
の
派
遣
、
被
害
者
へ
の
賑

　
　
憧
、
死
者
の
埋
葬
、
被
災
者
の
租
・
調
免
除
、
純
理
孤
独
で
自
立
で
き
な
い
者
の
手
厚
い
救
済
）
の
表
明
。

　
b
．
陸
奥
国
の
復
興
人
事
一
－
翌
一
一
一
年
正
月
二
五
日
、
軍
事
官
僚
・
小
野
春
枝
の
陸
奥
介
（
直
後
に
権
守
）
、
弟
春
風
の
対
馬
守
同
時
補
任
。

　
c
．
神
仏
と
諸
陵
墓
へ
の
祈
願
聾
同
年
一
〇
月
二
三
日
～
翌
～
二
年
二
月
一
五
日
。
紫
震
殿
に
お
け
る
大
般
若
経
の
転
読
。
陸
奥
国
苅
田

　
　
嶺
神
に
贈
位
。
伊
勢
神
宮
以
下
、
石
清
水
神
社
、
神
功
皇
后
の
韓
半
島
遠
征
伝
承
と
縁
の
深
い
諸
社
〔
八
幡
大
菩
薩
宮
（
宇
佐
八
幡
宮
）
、

　
　
香
椎
廟
、
宗
像
大
神
、
甘
南
備
神
〕
、
神
功
皇
后
・
祖
父
仁
明
・
父
文
徳
天
皇
陵
墓
、
諸
山
陵
墓
、
五
畿
七
道
諸
国
諸
神
へ
の
奉
幣
。

　
d
．
貞
観
一
二
年
（
八
七
〇
）
九
月
一
五
日
、
新
羅
海
賊
一
〇
人
の
陸
奥
国
心
配
と
新
羅
系
造
瓦
技
術
の
伝
習
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
③

　
e
．
貞
観
一
八
年
（
八
七
六
）
一
一
月
二
六
日
、
清
和
天
皇
の
譲
位
。
相
次
い
だ
国
家
的
災
異
の
鎮
静
化
が
目
的
。

③
　
柳
澤
和
明
「
『
日
本
三
代
実
録
㎞
よ
り
知
ら
れ
る
貞
観
十
～
年
（
八
六
九
）
一

　
奥
国
巨
大
地
震
・
津
波
の
被
害
と
そ
の
復
興
」
㎎
歴
史
』
第
一
一
九
輯
、
工
七
～

　
五
八
頁
、
東
北
史
学
会
、
二
〇
＝
一
年
。

②
紀
春
枝
は
検
非
違
使
を
兼
務
し
て
い
た
可
能
性
が
高
い
。
木
工
頭
・
検
非
違
使

　
を
長
く
務
め
た
官
歴
か
ら
、
検
陸
奥
国
地
震
使
と
し
て
派
遣
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

③
清
和
天
皇
は
天
安
二
年
（
入
五
八
）
に
九
歳
で
即
位
。
貞
観
一
八
年
ハ
入
七

　
六
）
、
二
六
歳
の
若
さ
で
九
歳
の
皇
太
子
・
貞
明
親
王
（
陽
成
天
皇
）
に
譲
位
。

　
在
位
…
九
年
間
で
、
貞
観
五
年
（
八
六
三
）
越
中
・
越
後
地
震
、
貞
観
六
年
（
八

六
四
）
富
士
山
大
噴
火
、
貞
観
九
年
（
入
六
七
）
鶴
見
山
・
阿
蘇
山
噴
火
、
貞
観

一
〇
年
（
八
六
八
）
播
磨
・
山
城
大
地
震
、
平
安
京
群
発
地
震
、
貞
観
一
一
年

（
八
六
九
）
平
安
京
干
害
・
飢
饅
、
陸
奥
国
大
地
震
、
肥
後
国
暴
風
雨
、
貞
観
一

三
年
（
八
七
二
）
鳥
海
山
噴
火
、
貞
観
一
六
年
（
八
七
六
）
平
安
京
の
風
水
害
、

開
聞
岳
噴
火
な
ど
、
九
世
紀
代
の
天
皇
の
中
で
最
も
多
く
自
然
災
害
に
見
舞
わ
れ

た
。
皇
太
子
（
陽
成
天
皇
）
が
自
分
の
即
位
し
た
の
と
同
じ
九
歳
に
な
る
の
を
待

ち
、
自
ら
の
譲
位
に
よ
っ
て
相
次
い
だ
国
家
的
災
異
を
鎮
静
化
さ
せ
よ
う
と
い
う

究
極
の
復
興
施
策
で
あ
る
。
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第
二
章
　
貞
観
地
震
当
時
の
仙
台
平
野
の
遺
跡
分
布
と
多
賀
城
周
辺
の
地
形
環
境

　
　
　
　
　
　
　
①

宮
城
県
歯
跡
地
図
よ
り
仙
台
平
野
の
古
代
遺
跡
を
抽
出
し
、

そ
の
分
布
図
を
作
成
し
た
（
第
－
図
）
。
こ
の
図
を
見
る
と
、
陸
奥
国
府
多
賀
城



発掘調査より知られる貞観一一年（八六九）陸奥国巨大地震・津波の被害とその復興（柳澤）
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貞観津波当時の推定海岸線

現在の海岸線

仙台湾

l
l
l

※1　海岸線、河川、丘陵、段丘や遺跡などの位置は、国土地理
　院発行の「数値地図25000（仙台）」を下図に作成。

※2　古代遺跡の分布図は、宮城県教育委員会1998『宮城県遺跡
　地図』　（宮城県文化財調査報告書第176集）をもとに作成。

※3　貞観津波の推定浸水域と貞観津波当時の推定海岸線は、
　四幅田川以南については、宍fi正展2011「津波堆積物からみた
　869年貞観地震と2011年東北地方太平洋沖地震について」『日
　本地震学会研究報告＝20tl年東北地方太平洋沖地震　第2回
　津波』、宍倉正展他2011「産総研による日本海溝沿いの津波痕
　跡調査」『20110716東北地方太平洋沖地震津波に関する合同調
　査報告会』に依拠し、七北田川以北については推定潟湖の位置
　と周辺地形より筆者が推定して作図。

※4　潟湖の位置は、仙台市教育委員会2010『沼向遺跡第4～34
　次調査　第9分冊　北向遺跡環境復元検討会・自然科学分析・
　総括』　（仙台市文化財調査報告書第360集）　「第36章第14節

　仙台平野における沼向遺跡の遺構群の位置付け」第3図（p．602）
　をもとに作図。

　　　　　　　　縮尺1／20万を90％ms小（9／200万）

0　　　1　　　2　　　3　　　4　　　5　　　6　　　7　　　8　　　9　　10km

柳澤麹明2011「過去の歴史地震・火山災害に学ぶ一9世紀の陸奥国と出羽国一］
『平成23年度地域史研究講習会』講演資料〔（財）福島県文化振興事業団主催〕を

縮尺変更・一部削除して転載。

第1図　仙台平野の古代遺跡分布と貞観津波の推定浸水域
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津波被誌状況 備　考

【多賀前地区（南2道路以北）…方紺地夢解の中心部。購買地震前後を逓 【半挿前地区】8世紀末頃｝こ東西大路

じて遣り水を廃した庭園を有する国司館のある阪2南1区、西3北1区の 以南で南牝大路の南延貸上に沿うよう
鯉罰館を含む。国司館付近での古代の地表面の標高は2．8m前後。 に砂押月iを直線的に改修。

【多致前地区〔南2道路以南）｝貞観地震薗後を通じて耕董乍域（水隙主体、 【町地区田区】南北大路以匹、北2道
畑〉 路以北の方格地割外、遺柘のない地区。
【八幡地区1南北大路以西、東西大路以北、闇闇地割内の居住区。貞観地 現在の砂押川の西乏20鵬。10世紀薗包里

藤の前後を通じて存続。 に降灰した灰白色火山灰（十和国a火
【伏石地区1南北大路以西、東西大路以南、方烙地割内の居住区。貞観地 山灰）直下に層厚正Ocmの黒褐寒造質土
震の前後を通じて存続。 （3d層、毒面の標両3，4m）。津波堆積

【千刈田地区1南牝大路以西、方格地腫内の居住区。東断大路の北側に面 層の可能性もあり、再検討が必要。
した西7北1区に曝司館。貞観地震の演後を通じて存続。

【城南地区】南北大路以東、東西大路束道路以南、方格地割内の居住区。 ｛城南地区】8世紀末頃に東西大路以
貞観地震の前後を通じて存続。灰白己火山灰直下に褐灰色砂質土が広範囲 南で南北大路の豊里長上に沿うように
に堆積し、9世紀前半頃の遺構面を覆う〔市第60集Bl斜区第Vn暦（層厚10 砂押携を鷹線的に改修。
cml」lf後）、市第75集眼恥層（A～1）区にかけて広範囲に分布、特に河道に近 【中谷地地区】貞観11年陸奥国臣大地
い部分で顕石：、帝大層厚20cm）〕。爽観地震津波堆積眉の可能性が旧い。 臼後に、方格地割外の北側河月1敷に集
｛八幡地区】南龍大路即断、東匹大路以北の居住区。貞観地震の前後を通 団塞地。

じて存続。 【矢属地区1南北大路翻案、北2進路
【中谷地地区】方格地割外北側の河川敷。8世紀中葉～後葉は居1主域（竪 以北。貞観地農当時は雨北道路がある
穴住居）・耕作域（畑）、貞観地御前は無住。貞観地震後に集団墓地形成。 のみで、あまり使われていない。東側
【鉱石地区】道路1期が9世紀前半～二｛観11年（869＞、道路n期が爽規11 に瀧地が広がる地区に面して、10．世紀
年（869）～10批点前葉、道路皿期が10世紀萌葉～中頃。道路U期の路雌II になってから水田域となり、10徽紀前
は、基本層に認められない砂質土を朋いて小礫、瓦・土器片とともに這路 葉頃の灰白色火山灰（十和田a火山灰）
1期路画1を15～20cm嵩上けノ整地したもの。冥観11年（869）陸奥魍巨大｝也 の降灰前後に存続し、10担：紀国≧麹こは

旗による河川氾濫や洪水によって路面や1期池路側溝に自然堆積した砂層 廃絶。

を照いて嵩上げ整地したものと解釈されている。また、地震後の道路H期
には酋1道路一南北大終構に新たに北2道路が造営された。
【「癬府多賀城新市ノli橘」山間橋脚建設間隔（県218集C3区）】貞観地辰当時

は砂押川が流下。SX6720河川跡の下部眉（第6c眉）には9．世糸己初頭～中頃
までの土器が多く含まれ、上露の3c層には政庁第lV期〔貞観H年（869）～
11世紀中頃〕の軒丸瓦が含まれる。貞観地震津波堆積層により河床が上昇、
その後離水して本流の位撒が変更されたことが窺える。河輝埋没後に合口
麗棺墓2碁、井戸2基が設けられ、小流路1がある。

貞観地辰当時は無人？。遺構検出面の標高は1，三m。 10世紀嗣葉以降の掘立柱建継馬3擦、
正O世紀中頃の須恵系土器弟1台匿い高台
圷出土。灰白色火影灰を．と部に含むSり
20溝の下部暦には均質な細砂がf｛霞積。

言戸」湖に忘する自然堤防上に立地。平安時代初頭頃、貞観地脹以離に水田・

畑・居住地として利用されていた集落が廃絶し、貞観地震当時は無人。貞観
注波砂層が浜堤列上の遺構堆積土、後背湿地の基本層6層（層庫1～5cm）

に泌められている。地震後も集落、生産域として使われていない。

10世紀繭葉頃、灰白色火山灰の降灰以
前に河川両側の自然堤防が大規模な畑
地、綜辺から後背湿地が水田として利
用。火山灰降灰で廃絶、その後復1日す
るが洪水で10世紀中頃に廃絶。居住地
は未検鋤。避跡の主体は中世の屋敷。

三〇批紀前葉頃に降灰した灰白色火上訴（十稗田a火山灰）駒下に黒色粘土
層。当時は無住。震災後、夏0世紀初頭頃に水田、居住域（掘立柱建物）とな
る。

貝観地震当時は集淳として使われていない。10世紀前葉頃に降灰した灰白 郡山遺跡H期官衙併行；切までの移畏系
色火山灰（十和聞a火由灰〉の堆積する7世紀後半以降の1馨川跡2。SR玉 集落。多賀城郡建期の土器も河弼・溝か
河川跡は灰白色群羊崖下に泥炭女論士、その下に細砂層、SR2河川跡は ら出土。竪穴住履未検出。その後遺跡
灰白色火由灰下に細砂層が堆積。 は使われず、10世紀初頭前後の土器が

少数相撃。

不明。 発掘調査は遺跡の束側縁辺部で、遺構
未検出。

発掘調査で、9．i封1紀【｝頃の星置伎居跡4棟検出。20cm駈の厚さの灰蚤褐色 詞査された竪穴住居跡は貞観津波直前
シルト土がその上を覆う。貞観津波との関係は不明。 とみられ、貝観津波によって被災した

可能性が高い。その後、中世まで利用
されていないようである。

表d二院で遺構検出、灰臼・火由灰未検出。 縄文晩期、平安時代（貝観地震以鳶II）の

製塩遺跡。貞観地震で世羅が壊滅した
可能姓がある。

※1遺跡登録1’o．は了宮城県遺跡地図』登録No．

は、各発掘調査報告書より筆者が判断して記載。
※2貞観U年（869）陸奥国臣大地震前後の各遺跡についての状況
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発掘調査より知られる貞観一一年（八六九）陸奥国巨大地震・津波の被害とその復興（梛澤）

表1　貞観津波で浸水したと推定される古代遺跡

グループ 丙。． 遺跡名 発録 所在地 立地 種別 時代 発掘主体 報告書韓Q， 刊行年 報告書名

A群 1 山王遺跡 ユ8013 多賀城市 白壁 集落 弥生 県教委、 県第162・ ｛県】 【尉　『由王遺跡八幡

（七北田川 堤防 都市 古墳 多賀城市 167・170・ 1994～ 地区の調査』酢山三E遺

以北の多 屋敷 奈良 教委 17レ174・ 1998 跡瑚『山王遺跡Hf』
賀城周辺） 貝塚 平安 王75・198集 【布茎 『山王遺跡1V』『田王

中世 多賀城市 199正 遺跡V』邸山三E遺跡町
近世 第27・30・ 1992 地区の調査』『由王遣

45集 ユ997 跡伊勢地区の調査』
｛布】『山王遺跡一品

10次調査黒黒』『山王
遺跡一第12次調査概
報』『山王遺跡豆』

2 市川橋遺跡 Σ8008 多賀城市 丘陵 集落 縄文 県教委、 県第184・
【県】 【県1『市川橋遺跡の

自然 都市 弥生 多賀城市 186・2G9・ 2001 自主』『市川橋遺跡八

堤防 古墳 教委 218集 2007 幡地区の幽幽2』『市
奈良 2009 川橋遺跡の調査』『憲
平安 【布】 川橋遺跡の講査　伏石

2003 ・八幡地区囲
2004 1市】『市川嬌遺跡一
城南土地区画整理事業
に係る発掘調査報告書
卜調『欝川橋遣跡一
城南土地区爾整理事業
に係る発掘調査報告書

H一』肺川橋遺跡一
城南土地区画整理事業
に係る発掘調査報告書
H卜』

3 八幡沖遺跡 18007 多賀城市 浜堤 集落 古代 多賀城市 多賀城布 1988 『年報2昭不鐸62年度』

教委 第47集 互993 聯報6平成3年度』
1997 蜜八幡沖遺跡一第3次
調査報告警一』

4 沼向遺跡 OU5互 仙台市 浜堤 古墳 弥生 イ山台市 儂台市第 2000 『沼向遺跡第1～3次
後背 集落 古墳 教委 24三・337・ 2009 調鋼『沼「自｝遺跡第35
湿地 水田 再按 360・368集 2010 次調査』『沼向遺跡策

2010 4～34次調査』『沼向
遺跡第36次調査』

5 中野高柳 01互46 仙台市 自然 屋敷 平安 県教委 県第194・ 2003 【県】『中野高柳遺蹴

遺跡 堤防 散布 中世 僑台市 197・201・ ～ 1～lv
地 近世 教委 204集、仙台 2006 ｛市】『中野高柳遺跡

布第361集 201Q 第1～5次調査ぶ

C群 6 藤田新田 01028 仙台市 浜堤 集落 弥生 県教委 県第163集 1994 『藤細新田遺跡』

（七北細川 遺跡 列1 古墳

一名取川
耳z安

閥の沖積 7 下飯田造跡 01434 f山台市 浜堤 集落 古墳 イ山台市 仙台市第 工995 『下飯田遺跡発掘調査

平野） 列1 屋敷 奈良

ｽ安
?世

教委 191集 報告書』

1）群 8 大曲遣跡 12159 名取策 自然 散布 省代 名取市 名取市第27 1991 ゼ仙台東道路関係選跡

（名取川 堤防 地 教委 ・29・3三・ ～ 調査報告鋼他
一阿武隈 33集 1994

川間の沖
ﾏ平野）

9 鶴巻前遺跡 12158 名取市 自然

逍h
集落

弥
生
～
平
安

名取市

ｳ委

名取菊第27・29・31・

R3集

三991

`1994

「仙台東道路関係遺跡

ｲ査報告書』他

F群 10 萩浜A遺跡 11048 塩釜市 海岸 貝塚 縄文 県教委 県第1三3集 1986 壌釜〒噺王孫屋

（多賀城 瓢浜B遺跡 11049 製塩 晩期

背後丘陵 弥生

東側）
奈良
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跡
は
、
仙
台
平
野
の
北
端
部
に
位
置
し
、
南
に
仙
台
平
野
が
大
き
く
拡
が
っ
て
い
た
状
況
が
よ
く
わ
か
る
。
多
賀
城
は
、
養
老
四
年
目
七
二
〇
）

の
蝦
夷
の
大
反
乱
を
契
機
と
し
て
、
仙
台
平
野
の
中
央
北
寄
り
の
平
野
部
に
築
か
れ
た
郡
山
遺
跡
∬
期
官
衙
（
第
一
次
陸
奥
国
府
）
か
ら
移
転
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
②

た
第
二
次
陸
奥
国
府
で
あ
る
。
よ
り
北
の
地
に
追
い
や
ら
れ
た
蝦
夷
が
万
一
反
乱
を
起
こ
し
た
場
合
、
反
乱
が
こ
の
丘
陵
を
越
え
て
仙
台
平
野

以
南
に
波
及
し
な
い
こ
と
を
意
図
し
て
、
多
賀
城
は
軍
事
的
・
政
治
的
に
重
要
な
要
衝
の
地
に
造
営
さ
れ
た
と
言
え
る
。

　
仙
台
平
野
の
古
代
遺
跡
の
分
布
は
、
以
下
の
六
グ
ル
ー
プ
に
大
別
さ
れ
る
（
第
1
図
）
。

　
A
群
　
砂
押
川
と
七
北
田
川
に
挟
ま
れ
、
陸
奥
国
府
多
賀
城
に
隣
接
す
る
遺
跡
群
、
及
び
陸
奥
国
府
多
賀
城
と
同
じ
丘
陵
の
西
麓
に
位
置
す

る
遺
跡
群
。
陸
奥
国
府
多
賀
城
跡
、
多
賀
城
廃
寺
跡
周
辺
に
は
、
多
賀
城
跡
の
南
前
面
の
方
格
地
割
を
構
成
す
る
山
王
遺
跡
、
市
川
橋
遺
跡
の

他
、
高
崎
遺
跡
、
新
田
遺
跡
、
西
沢
遺
跡
な
ど
大
規
模
な
遺
跡
が
多
い
。
仙
台
湾
近
く
に
は
老
婆
遺
跡
、
中
野
高
柳
遺
跡
、
竹
ノ
内
遺
跡
、
八

幡
沖
遺
跡
な
ど
が
あ
る
。

　
B
群
　
七
北
田
川
と
名
取
川
に
挟
ま
れ
た
地
域
の
う
ち
、
台
原
・
小
田
原
丘
陵
と
そ
れ
に
接
す
る
段
丘
上
の
遺
跡
群
。
多
賀
城
創
建
以
前
の

郡
山
遺
跡
∬
期
宮
衙
の
時
代
に
は
遺
跡
が
認
め
ら
れ
ず
、
陸
奥
国
分
寺
・
国
分
尼
寺
造
営
時
に
陸
奥
国
営
の
造
瓦
所
と
し
て
開
発
さ
れ
た
地
域
。

多
賀
城
政
庁
第
1
・
皿
・
W
期
の
瓦
を
生
産
し
た
台
墨
・
小
田
原
丘
陵
上
の
連
中
兼
業
窯
跡
群
。
多
賀
城
と
陸
奥
国
分
寺
・
国
分
尼
寺
に
瓦
を

供
給
。
こ
の
う
ち
、
多
賀
城
跡
政
庁
第
H
期
〔
天
平
宝
字
六
年
（
七
六
二
）
～
宝
亀
一
一
年
（
七
八
○
）
〕
の
瓦
は
、
国
分
寺
・
国
分
尼
寺
創
建
瓦
、

藤
原
曽
於
に
よ
る
多
賀
城
跡
政
庁
第
■
期
の
大
改
修
瓦
。
多
賀
城
跡
政
庁
第
班
期
〔
宝
亀
一
一
年
（
七
八
○
）
～
貞
観
＝
年
（
八
六
九
）
〕
の
瓦
は
、

宝
亀
一
～
年
（
七
八
○
）
の
伊
治
公
砦
麻
呂
の
乱
に
よ
っ
て
焼
き
討
ち
に
遭
っ
た
多
賀
城
専
用
の
復
興
瓦
。
多
賀
城
跡
政
庁
第
W
期
〔
貞
観
一
一

年
目
八
六
九
）
～
一
一
世
紀
中
頃
〕
の
瓦
は
、
貞
観
一
一
年
（
八
六
九
）
陸
奥
国
巨
大
地
震
に
よ
る
多
賀
城
、
多
賀
城
廃
寺
、
陸
奥
国
分
寺
・
国
分

尼
寺
、
燕
沢
廃
寺
の
復
興
瓦
。

　
C
群
　
七
言
田
川
と
名
取
川
に
挟
ま
れ
た
地
域
の
う
ち
、
沖
積
平
野
に
位
置
す
る
遺
跡
群
。
多
賀
城
に
国
府
が
移
転
す
る
前
、
国
府
が
郡
山

遺
跡
E
期
富
衙
に
置
か
れ
た
仙
台
平
野
の
古
く
か
ら
の
中
心
的
地
域
で
、
遺
跡
の
数
が
多
い
。
睦
奥
国
分
寺
跡
・
国
分
尼
寺
跡
、
郡
家
関
連
施
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発掘調査より知られる貞観一・一一i41（入六九）陸奥国巨大地震・津波の被害とその復興（柳澤）

設
が
検
出
さ
れ
た
大
野
田
古
墳
群
の
他
、
南
小
泉
遺
跡
、
仙
台
東
郊
条
里
遺
跡
、
藤
田
新
田
遺
跡
な
ど
規
模
の
大
き
な
遺
跡
が
多
い
。

　
D
群
　
名
取
川
と
隣
武
隈
川
に
挟
ま
れ
た
地
域
の
遺
跡
群
。
丘
陵
縁
辺
と
沖
積
平
野
に
多
く
の
遺
跡
が
分
布
す
る
。
郡
家
関
連
遺
跡
に
は
丘

陵
部
に
前
野
田
東
遺
跡
、
規
模
の
大
き
な
遺
跡
に
は
下
余
田
遺
跡
な
ど
が
あ
る
。

　
E
群
　
阿
武
隈
川
以
南
の
丘
陵
東
麓
と
そ
れ
に
接
す
る
沖
積
平
野
に
位
置
す
る
墨
跡
群
。
丘
陵
部
に
亘
理
郡
家
跡
（
三
士
二
間
堂
官
衙
遺
跡
）

が
あ
る
。
丘
陵
縁
辺
部
に
多
く
の
遺
跡
が
あ
る
が
、
あ
ま
り
規
模
の
大
き
な
遺
跡
は
な
い
。

　
F
群
　
多
賀
城
跡
の
位
置
す
る
丘
陵
東
側
の
縁
辺
の
海
岸
（
塩
釜
港
“
国
府
津
）
に
近
い
箇
所
や
周
辺
の
島
々
（
桂
島
・
寒
風
沢
島
・
野
々
島
．

船
入
島
・
馬
放
島
な
ど
）
に
所
在
す
る
製
塩
・
貝
塚
を
主
体
と
す
る
遺
跡
群
。

　
こ
の
分
布
図
に
は
、
活
断
層
・
地
震
研
究
セ
ン
タ
ー
の
宍
倉
正
論
氏
ら
官
辺
グ
ル
ー
プ
に
よ
る
貞
観
＝
年
（
八
六
九
）
陸
奥
国
巨
大
地
震

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
③

津
波
の
推
定
浸
水
域
と
当
時
の
海
岸
線
の
推
定
、
及
び
仙
台
市
教
育
委
員
会
に
よ
る
無
向
遺
跡
の
発
掘
調
査
報
告
書
の
成
果
に
基
づ
く
潟
湖
の

　
　
④

推
定
図
も
重
ね
合
わ
せ
た
（
第
1
図
）
。
そ
し
て
、
貞
観
津
波
推
定
浸
水
域
内
に
お
い
て
発
掘
調
査
さ
れ
、
貞
観
地
震
前
後
の
様
子
の
わ
か
る
古

代
遺
跡
を
リ
ス
ト
ア
ッ
プ
し
、
貞
観
津
波
の
襲
来
前
後
に
お
け
る
遺
跡
の
使
わ
れ
方
に
つ
い
て
検
討
し
た
結
果
を
表
！
に
示
し
た
。

　
第
1
図
と
表
！
よ
り
、
仙
台
平
野
に
お
け
る
貞
観
津
波
の
推
定
浸
水
域
に
含
ま
れ
る
古
代
遺
跡
は
、
A
群
・
D
群
・
F
群
に
多
く
認
め
ら
れ
、

C
群
・
E
群
は
少
な
く
B
群
に
は
な
い
こ
と
、
A
群
の
陸
奥
国
府
多
賀
城
周
辺
を
除
け
ば
大
き
な
遺
跡
が
な
い
こ
と
、
こ
の
範
囲
に
含
ま
れ
、

発
掘
調
査
さ
れ
て
い
な
い
古
代
遺
跡
も
小
規
摸
な
も
の
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。
こ
れ
ら
の
こ
と
か
ら
、
貞
観
地
震
当
時
、
仙
台
平
野
に
お
い

て
人
ロ
密
度
が
高
か
っ
た
と
推
定
さ
れ
る
の
は
、
国
府
多
賀
城
周
辺
の
み
で
あ
る
こ
と
が
知
ら
れ
る
。

　
ま
た
、
仙
台
半
里
向
遺
跡
の
発
掘
調
査
で
は
、
地
形
学
が
専
門
の
松
本
秀
明
氏
と
の
共
同
研
究
を
通
し
て
、
多
賀
城
の
出
格
地
割
の
南
方
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑤

潟
湖
が
広
が
り
、
そ
の
潟
湖
が
七
ヶ
浜
町
湊
浜
に
開
い
て
い
た
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
た
。
古
代
の
砂
押
川
は
、
多
賀
城
跡
の
西
塔
西
方
を
北

西
か
ら
南
東
に
向
け
て
方
量
地
割
を
斜
め
に
縦
断
す
る
よ
う
に
流
れ
、
南
北
大
路
・
東
西
大
路
交
差
点
付
近
よ
り
南
北
大
路
の
南
延
長
に
沿
う

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑥

よ
う
に
直
線
的
に
河
川
改
修
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
る
。
夕
陰
遺
跡
の
調
査
成
果
と
併
せ
考
え
る
と
、
こ
の
直
線
的
に
河
川
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⑦

改
修
さ
れ
た
砂
押
川
が
南
方
の
潟
湖
に
注
い
で
い
た
と
み
ら
れ
る
。
『
日
本
三
代
実
録
』
貞
観
十
一
年
（
八
六
九
）
五
月
二
十
六
日
癸
未
条
か
ら

は
、
夜
間
に
起
き
た
巨
大
地
震
に
伴
っ
て
河
川
を
遡
上
し
た
津
波
が
多
賀
城
の
「
城
下
」
（
多
賀
城
跡
南
前
面
の
方
格
地
割
）
に
押
し
寄
せ
、
一
〇

〇
〇
人
程
が
溺
死
し
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。

　
こ
の
記
事
に
み
え
る
「
溺
死
者
千
人
許
」
と
は
、
①
地
震
発
生
三
五
日
後
～
九
八
日
後
の
問
に
遅
く
届
い
た
陸
奥
国
か
ら
の
被
害
報
告
第
　

報
に
基
づ
く
記
事
と
推
定
さ
れ
、
陸
奥
国
内
の
被
害
の
全
容
は
ま
だ
十
分
に
把
握
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
こ
と
、
②
陸
奥
国
府
多

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑧

賀
城
に
徴
発
さ
れ
て
い
た
国
衙
徳
論
七
〇
四
人
と
兵
士
五
〇
〇
人
、
併
せ
て
＝
一
〇
〇
人
以
上
が
多
賀
城
に
当
時
い
た
と
推
定
さ
れ
る
こ
と
、

③
そ
の
多
く
は
方
格
地
捌
周
辺
に
居
住
し
、
地
震
発
生
時
の
夜
に
は
居
住
地
に
戻
っ
て
い
た
と
推
定
さ
れ
る
こ
と
、
④
当
無
の
遺
跡
分
布
状
況

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑨

か
ら
み
て
多
賀
城
周
辺
の
入
口
密
度
が
高
か
っ
た
と
推
定
さ
れ
る
こ
と
、
⑤
『
続
日
本
紀
繍
の
災
害
記
事
で
は
、
「
民
家
」
（
「
家
」
、
「
鷹
舎
」
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑩

＋
「
区
」
数
や
被
災
百
姓
人
数
と
表
現
さ
れ
て
い
る
の
に
対
し
、
そ
う
し
た
表
現
が
貞
観
地
震
記
事
に
み
ら
れ
な
い
こ
と
な
ど
を
考
え
合
わ
せ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑪

る
と
、
国
府
多
賀
城
の
方
格
地
割
内
に
居
住
し
て
い
た
国
衙
樒
丁
な
ど
都
市
住
民
や
兵
士
と
推
定
さ
れ
る
。

　
以
上
、
仙
台
平
野
の
古
代
遺
跡
分
布
、
多
賀
城
周
辺
の
地
形
環
境
、
『
日
本
三
代
実
録
』
記
事
よ
り
み
る
と
、
夜
間
に
発
生
し
た
巨
大
津
波

が
河
口
よ
り
潟
湖
を
通
り
、
さ
ら
に
直
線
的
に
河
川
改
修
さ
れ
た
砂
押
川
を
遡
上
し
て
多
賀
城
南
前
面
の
方
格
地
割
に
押
し
寄
せ
、
広
範
囲
が

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑫

冠
水
し
て
一
〇
〇
〇
人
程
が
溺
死
し
た
と
い
う
こ
と
に
な
ろ
う
。

　
貞
観
＝
年
（
八
六
九
）
陸
奥
国
巨
大
地
震
後
の
津
波
浸
水
推
定
域
内
の
遺
跡
の
使
わ
れ
方
を
み
る
と
、
A
群
の
多
賀
城
の
方
格
地
割
周
辺

の
遺
跡
に
つ
い
て
は
、
大
規
模
に
発
掘
調
査
さ
れ
た
成
果
よ
り
、
ま
も
な
く
復
興
さ
れ
た
と
推
定
さ
れ
る
。
こ
れ
ら
以
外
に
は
、
A
群
の
中
野

高
柳
遺
跡
、
C
群
の
藤
田
新
田
遺
跡
な
ど
、
一
〇
世
紀
初
頭
頃
に
な
っ
て
使
わ
れ
始
め
た
遺
跡
が
認
め
ら
れ
る
こ
と
が
特
に
注
目
さ
れ
る
。
中

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑬

野
高
柳
遺
跡
は
、
貞
観
地
震
論
旨
は
遺
跡
と
し
て
は
使
わ
れ
て
い
な
か
っ
た
が
、
一
〇
世
紀
前
葉
頃
の
灰
白
色
火
山
灰
の
降
灰
以
前
に
は
、
河

川
の
両
岸
で
一
・
二
胎
以
上
に
も
及
ぶ
大
規
模
な
畑
地
を
中
心
と
す
る
大
規
模
農
業
経
営
が
行
わ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
灰
白
色
火
山
灰
の
降

灰
で
被
害
を
受
け
、
そ
の
後
に
畑
地
・
水
田
を
復
旧
す
る
が
、
～
○
世
紀
中
葉
頃
の
洪
水
に
よ
り
廃
絶
し
て
い
る
。
C
群
の
藤
田
新
田
遺
跡
、
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下
飯
田
遺
跡
は
、
比
較
的
規
模
が
大
き
も
の
の
貞
観
地
震
当
時
は
遺
跡
と
し
て
は
使
わ
れ
て
い
な
い
。
藤
田
新
田
遺
跡
は
、
一
〇
世
紀
初
頭
頃

に
生
産
域
（
水
田
）
と
居
住
域
（
掘
立
柱
建
物
）
と
し
て
使
わ
れ
る
よ
う
に
な
る
が
、
そ
の
後
あ
ま
り
存
続
せ
ず
に
廃
絶
し
て
い
る
。

　
貞
観
＝
年
（
八
六
九
）
陸
奥
国
巨
大
地
震
か
ら
三
〇
～
四
〇
年
舞
踏
、
一
〇
世
紀
初
頭
頃
ま
で
に
は
、
中
野
高
柳
遺
跡
、
藤
田
新
田
遺
跡

に
み
ら
れ
る
よ
う
に
、
貞
観
津
波
推
定
浸
水
域
内
で
も
こ
う
し
た
大
規
模
農
業
経
営
が
行
わ
れ
る
よ
う
に
な
る
程
、
陸
奥
国
内
の
国
力
・
生
産

力
が
回
復
し
て
い
た
こ
と
が
う
か
が
え
る
。

　
一
方
、
多
賀
城
の
立
地
す
る
丘
陵
東
側
の
海
岸
部
や
島
に
位
置
す
る
F
群
の
遺
跡
に
つ
い
て
は
、
奈
良
・
平
安
時
代
の
製
塩
遺
跡
・
貝
塚
が

多
く
認
め
ら
れ
る
。
こ
の
う
ち
行
政
に
よ
る
発
掘
調
査
が
行
わ
れ
た
遺
跡
は
、
第
1
図
北
端
の
範
囲
外
に
位
置
す
る
塩
釜
市
新
浜
遺
跡
な
ど
数

少
な
い
。
新
浜
遣
跡
で
は
九
世
紀
代
で
遺
跡
が
終
焉
を
迎
え
て
お
り
、
貞
観
地
震
後
ま
で
遺
跡
が
存
続
し
な
い
よ
う
で
あ
る
。
海
岸
部
に
位
置

す
る
F
群
の
製
塩
遺
跡
・
員
塚
は
、
立
地
環
境
か
ら
み
る
と
貞
観
津
波
で
大
被
害
を
受
け
た
と
推
定
さ
れ
、
壊
滅
し
た
可
能
性
が
あ
る
。

　
①
宮
城
県
遺
跡
教
育
委
員
会
『
宮
城
県
遺
跡
地
図
甑
、
宮
城
県
文
化
財
調
査
報
告
　

⑥
武
田
健
市
「
多
賀
城
廃
寺
と
多
賀
城
南
面
の
様
子
」
呪
第
三
六
嚥
古
代
城
柵
官

　
　
書
第
一
七
山
ハ
臨
集
、
　
一
九
九
八
年
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
衙
遺
跡
絵
仏
討
ム
際
貧
料
集
臨
　
一
　
一
甲
皿
～
一
一
一
一
四
頁
、
　
二
〇
一
〇
年
。

　
②
熊
谷
公
男
門
養
老
四
年
の
蝦
夷
の
反
乱
と
多
賀
城
の
創
建
扁
『
國
立
歴
史
民
俗
　

⑦
現
在
、
砂
押
淵
の
護
憲
五
キ
ロ
メ
…
ト
ル
に
七
北
田
川
が
平
行
し
て
東
流
し
、

　
　
博
物
館
研
究
報
告
騙
八
四
（
古
代
に
お
け
る
北
方
交
流
史
の
研
究
）
、
六
｝
～
八
　
　
　
　
　
仙
台
市
若
林
区
蒲
生
付
近
で
仙
台
港
に
注
い
で
い
る
。
し
か
し
、
七
北
田
川
河
口

　
　
九
頁
、
二
〇
〇
〇
年
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
が
蒲
生
と
な
っ
た
の
は
、
仙
台
藩
主
伊
達
政
宗
の
治
政
下
の
慶
長
年
間
の
こ
と
で

　
③
宍
倉
正
徳
「
津
波
堆
積
物
か
ら
み
た
八
六
九
年
貞
観
地
震
と
二
〇
二
年
東
北
　
　
あ
り
、
古
代
に
は
多
賀
城
市
八
幡
付
近
で
砂
押
川
に
合
流
し
て
い
た
と
推
定
さ
れ

　
地
方
太
平
洋
沖
地
震
に
つ
い
て
」
糊
日
本
地
震
学
会
研
究
報
告
　
二
〇
一
～
年
東

　
北
地
方
太
平
洋
沖
地
震
第
2
藏
津
波
』
、
二
〇
＝
年
。
宍
倉
正
子
他
「
産

　
総
研
に
よ
る
日
本
海
溝
沿
い
の
津
波
痕
跡
調
査
」
『
二
〇
一
皿
〇
七
一
六
東
北
地

　
方
太
平
洋
沖
地
震
津
波
に
関
す
る
合
同
調
査
報
告
会
無
、
二
〇
～
一
年
。

④
仙
台
市
教
育
委
員
会
『
膜
炎
遺
跡
第
四
～
三
四
次
調
査
第
九
分
冊
沼
向
遺

　
跡
環
境
復
元
検
討
会
・
自
然
科
学
分
析
・
総
括
臨
、
仙
台
市
文
化
財
調
査
報
皆
書

　
第
一
二
山
ハ
○
集
、
　
二
〇
一
〇
年
。

⑤
前
掲
註
④
。

　
て
い
る
ハ
後
藤
光
亀
「
日
本
一
の
運
河
群
、
貞
山
運
河
・
北
上
運
河
・
東
名
運
河

　
を
ゆ
く
（
近
世
編
）
i
そ
の
水
と
砂
の
も
の
が
た
り
と
と
も
に
一
」
『
青
葉

　
工
業
会
報
蜘
二
四
、
東
北
大
学
工
学
部
同
窓
会
、
工
〇
一
〇
年
、
佐
藤
昭
典
『
秘

　
水
・
水
運
の
都
　
仙
台
馳
曖
宝
大
崎
八
幡
宮
　
仙
台
・
江
戸
学
叢
書
二
、
二
〇
〇

　
七
年
）
。
第
1
図
に
は
現
在
の
位
澱
で
七
北
田
川
を
記
し
た
が
、
古
代
の
地
形
環

　
境
を
み
る
際
に
は
、
七
北
田
川
の
位
羅
関
係
に
も
注
意
を
払
う
必
要
が
あ
る
。

⑧
　
今
泉
隆
雄
「
多
賀
城
の
隣
代
偏
『
図
説
日
本
の
歴
史
四
　
図
説
宮
城
県
の
歴
史
』
、

　
河
韻
書
房
新
社
、
八
二
～
皿
○
～
頁
、
一
九
入
八
年
。

15 （15）



⑨
　
『
続
冒
本
紀
㎞
霊
亀
元
年
（
七
一
五
）
五
月
乙
巳
条
、
天
平
＝
ハ
年
（
七
四
四
）

　
五
月
庚
象
亀
、
天
平
勝
宝
五
年
（
七
五
ヨ
）
九
月
壬
寅
条
、
天
平
宝
字
八
年
（
七

　
六
四
）
＝
　
月
是
月
条
、
宝
亀
三
年
（
七
二
二
）
一
〇
月
丁
巳
条
。

⑩
今
津
勝
紀
「
古
代
の
災
害
と
地
域
社
会
－
飢
鰹
と
疫
病
1
」
代
表
者
・
今

　
津
勝
紀
『
時
空
間
情
報
科
学
を
利
草
し
た
古
代
災
害
史
の
研
究
㎞
、
平
成
一
九
年

　
度
～
平
成
二
一
年
度
科
学
研
究
費
補
助
金
（
器
盤
研
究
◎
）
研
究
成
果
報
告
書
』
、

　
一
七
～
三
四
頁
、
二
〇
一
〇
年
。

⑪
前
掲
第
～
章
註
①
。

⑫
　
二
〇
＝
年
の
三
↓
一
巨
大
地
震
で
は
、
多
賀
城
跡
西
方
を
流
れ
る
砂
押
廻

　
を
津
波
が
河
口
よ
り
約
八
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
遡
上
し
た
。
河
口
よ
り
遁
避
・
五
キ
ロ

　
メ
ー
ト
ル
上
流
の
「
砂
押
鴻
池
橋
」
観
測
点
（
東
北
歴
史
博
物
館
西
脇
六
〇
〇

　
メ
ー
ト
ル
）
で
は
、
一
四
時
四
六
分
の
地
震
発
生
後
、
一
六
時
○
○
分
に
○
・
二

　
八
メ
ー
ト
ル
だ
っ
た
水
位
が
一
六
時
一
〇
分
に
一
・
四
四
メ
ー
ト
ル
、
一
六
時
二

　
〇
分
に
最
高
水
位
三
・
三
一
メ
ー
ト
ル
（
標
高
三
・
六
八
メ
ー
ト
ル
）
を
記
録
し
、

　
約
三
メ
…
ト
ル
の
津
波
第
　
波
が
地
震
発
生
後
～
時
問
二
四
分
で
遡
上
し
、
翌
日

　
深
夜
ま
で
の
問
に
二
四
回
程
津
波
が
繰
り
返
し
遡
上
し
た
。
こ
の
観
測
点
は
、
多

　
賀
城
跡
南
濃
面
の
方
格
地
割
の
南
1
西
2
区
に
あ
る
国
司
館
跡
の
真
向
か
い
に
あ

　
る
。
国
司
館
跡
の
古
代
の
地
表
面
は
標
高
図
工
・
九
メ
ー
ト
ル
、
三
↓
～
巨
大
地

　
震
で
最
高
水
位
を
記
録
し
た
津
波
第
一
波
は
標
高
三
・
六
八
メ
ー
ト
ル
で
、
こ
の

　
古
代
の
地
表
面
よ
り
も
約
七
〇
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
上
だ
っ
た
。
貞
観
地
震
津
波
の

　
浸
水
遡
上
が
三
・
一
一
巨
大
地
震
と
同
程
度
と
み
ら
れ
て
い
る
こ
と
、
宮
城
県
・

　
多
賀
城
市
作
成
の
洪
水
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
で
は
方
格
地
割
一
帯
を
含
め
た
広
範
囲

　
が
浸
水
す
る
と
評
価
さ
れ
て
い
る
こ
と
、
『
日
本
三
代
実
録
㎞
貞
観
十
一
年
五
月

　
二
十
六
晋
条
に
多
賀
城
の
城
下
（
方
格
地
割
）
に
津
波
が
押
し
寄
せ
て
一
〇
〇
〇

　
人
が
溺
死
し
た
と
あ
る
こ
と
か
ら
、
貞
観
地
震
津
波
は
潟
湖
を
通
っ
て
古
代
の
砂

　
押
川
を
遡
上
し
、
多
賀
城
の
方
格
地
割
～
帯
を
広
く
浸
水
さ
せ
た
可
能
性
が
高
い

　
と
考
え
て
い
る
（
前
掲
は
じ
め
に
註
③
・
④
）
。
し
か
し
、
後
述
す
る
よ
う
に
、

　
方
格
地
割
内
で
の
津
波
堆
積
物
の
具
体
的
な
様
相
は
不
明
確
で
あ
り
、
貞
観
津
波

　
被
害
の
実
態
把
握
は
今
後
の
課
題
で
あ
る
。
こ
れ
ま
で
の
発
掘
調
査
成
果
を
見
直

　
す
と
と
も
に
、
今
後
の
発
掘
調
査
の
進
展
に
期
待
し
た
い
。

⑬
灰
自
色
火
山
灰
は
、
十
和
田
a
火
山
灰
と
一
般
に
呼
ば
れ
る
広
域
火
山
灰
と
同

　
じ
だ
が
、
宮
城
県
で
は
灰
白
色
火
山
灰
と
呼
び
習
わ
し
て
き
た
。
こ
れ
は
、
十
和

　
田
カ
ル
デ
ラ
の
マ
グ
マ
水
蒸
気
爆
発
に
よ
っ
て
、
東
北
地
方
の
広
範
顕
に
分
布
す

　
る
広
域
火
山
灰
で
あ
る
。
こ
の
十
和
田
火
山
噴
火
は
、
過
去
二
〇
〇
〇
年
間
に
日

　
本
列
島
で
起
き
た
最
大
の
火
山
噴
火
で
あ
る
。
降
灰
年
代
は
九
＝
一
年
（
秋
田
県

　
大
館
市
道
目
木
遺
跡
埋
没
家
屋
の
年
輪
年
代
）
～
九
三
四
年
（
陸
奥
国
分
寺
七
重

　
塔
焼
失
）
の
間
で
、
通
説
で
は
九
一
五
年
〔
『
扶
桑
略
記
甑
延
喜
～
五
年
（
九
一

　
五
）
七
月
　
三
日
条
「
出
羽
国
言
叙
上
雨
レ
灰
高
二
寸
、
諸
職
農
桑
枯
損
由
こ
〕
で

　
あ
る
。
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第
三
章
　
多
賀
城
跡
城
内
の
発
掘
調
査
よ
り
知
ら
れ
る
貞
観
地
震
の
被
害
・
復
興
状
況

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
①

　
多
賀
城
跡
の
発
掘
調
査
は
二
〇
一
〇
年
に
調
査
開
始
五
〇
周
年
を
迎
え
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
②

の
よ
う
に
大
き
く
四
時
期
に
区
分
さ
れ
て
い
る
。

多
賀
城
跡
の
変
遷
は
、
政
庁
で
の
変
遷
を
基
軸
と
し
て
、
以
下

①
政
庁
第
－
期
　
大
野
東
人
に
よ
る
神
亀
元
年
（
七
二
四
）
創
建
～
藤
原
朝
猟
に
よ
る
天
平
宝
字
六
年
（
七
六
二
）
の
大
改
修
（
多
賀
城
碑
）
。



発掘調査より知られる貞観一一年（八六九）陸奥国臣大地震・津波の被害とその復興（柳澤）

②
政
庁
第
正
期
　
藤
原
直
観
に
よ
る
天
平
宝
字
六
年
（
七
六
邑
の
大
改
修
～
宝
亀
＝
年
（
七
八
O
）
の
伊
雷
公
砦
麻
呂
の
乱
に
よ
る
焼
失
。

③
政
庁
第
皿
期
　
宝
亀
＝
年
（
七
八
○
）
の
康
治
公
皆
麻
呂
の
落
後
の
復
興
～
貞
観
＝
年
（
八
六
九
）
陸
奥
国
巨
大
地
震
。

④
政
庁
第
y
期
　
貞
観
＝
隼
（
八
穴
塞
）
陸
奥
国
巨
大
地
震
か
ら
の
復
興
～
＝
世
紀
中
頃
の
終
末
。

　
こ
の
う
ち
、
第
皿
期
と
第
W
期
の
境
が
貞
観
一
　
年
（
八
六
九
）
陸
奥
国
巨
大
地
震
で
あ
る
。
こ
の
巨
大
地
震
に
よ
り
、
多
賀
城
跡
は
政
庁
、

外
郭
区
画
施
設
、
実
務
官
衙
も
大
き
な
被
害
を
受
け
た
が
、
そ
れ
ぞ
れ
復
興
を
遂
げ
て
い
る
こ
と
が
判
明
し
て
い
る
（
表
2
）
。
以
下
、
政
庁
、

外
郭
区
画
施
設
、
実
務
官
衙
で
の
被
災
・
復
興
状
況
に
つ
い
て
概
観
す
る
。

（
1
）
政
庁
跡
（
表
2
）

　
貞
観
＝
年
（
八
六
九
）
陸
奥
国
巨
大
地
震
の
復
興
期
で
あ
る
第
W
期
政
庁
は
、
地
震
直
後
の
暫
定
的
な
復
興
期
の
第
W
1
期
、
本
格
的
な

復
興
期
の
第
W
2
期
、
そ
の
後
の
終
末
期
の
第
W
3
期
に
細
分
さ
れ
て
い
る
。
政
庁
第
W
1
期
に
は
、
正
殿
、
後
殿
、
掘
立
式
北
門
、
東
楼
、

西
楼
が
建
て
替
え
ら
れ
る
が
、
東
脇
起
、
西
脇
殿
、
政
庁
南
門
は
全
面
的
に
建
て
替
え
る
こ
と
は
せ
ず
に
、
瓦
の
葺
き
替
え
が
大
規
模
に
行
わ

れ
た
と
み
ら
れ
て
い
る
。
な
お
、
政
庁
の
主
要
殿
舎
は
い
ず
れ
も
瓦
葺
き
の
礎
石
建
物
で
あ
る
。
正
殿
の
建
て
替
え
は
二
〇
一
二
年
度
発
掘
で

可
能
性
が
指
摘
さ
れ
た
。
後
殿
は
宝
亀
一
一
年
（
七
八
○
）
の
恩
讐
公
営
麻
呂
の
余
後
、
第
皿
期
に
造
営
さ
れ
、
地
震
直
後
の
第
W
1
期
に
は

桁
行
幽
間
、
梁
行
二
間
の
掘
立
柱
東
西
棟
建
物
で
暫
定
的
に
復
興
さ
れ
る
が
、
そ
の
後
ま
も
な
く
、
震
災
前
の
桁
行
四
間
、
梁
行
四
間
の
東
西

棟
総
身
礎
石
建
物
と
同
位
置
・
同
規
模
で
、
桁
行
五
間
、
梁
行
軍
聞
の
南
北
両
廟
付
き
の
東
西
棟
礎
石
建
物
に
本
格
的
に
建
て
替
え
ら
れ
て
い

る
。
ま
た
、
間
口
一
間
の
北
門
も
掘
立
式
北
門
か
ら
礎
石
式
に
建
て
替
え
ら
れ
、
そ
の
付
近
の
北
辺
築
地
塀
も
改
修
さ
れ
た
と
み
ら
れ
て
い
る
。

　
本
格
的
な
復
興
期
の
第
W
2
期
に
な
る
と
、
政
庁
の
北
東
・
北
西
隅
に
は
桁
行
五
間
、
梁
行
二
間
の
東
西
棟
と
な
る
掘
立
柱
建
物
が
新
た
に

作
ら
れ
る
。
そ
し
て
北
辺
築
地
塀
中
央
西
寄
り
に
接
し
て
、
桁
行
七
間
、
梁
行
不
明
の
掘
立
柱
策
西
棟
建
物
を
、
桁
行
七
間
、
心
行
二
間
の
掘

立
柱
南
北
建
物
、
桁
行
一
二
間
、
梁
行
二
間
の
掘
立
柱
東
西
棟
建
物
で
コ
字
形
に
取
り
囲
む
一
郭
（
北
方
建
物
）
が
新
た
に
付
設
さ
れ
、
こ
れ
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表2　貞観U年（869）陸奥国巨大地震による多賀城跡の被災と復興状況

地区 遺　構 被　災　前　　（第皿期） 復　興　状　況　　（第1V期） 報告書・年報

政庁 正殿
【政庁篠懸遺編1第IH2期に基壇化粧を凝灰岩切石積に替えた身舎5澗×2間の四丁縢付きSB15GC礎石建物。

【政庁跡補遺編】被害を如けたが、建て替えはせずに瓦を大規模に
?き替え。　【85次1足場穴遺存状況から建て替えの可能性を指摘。

後殿 【政庁跡補遺編1桁行4聡、梁行4間のSBI70東画棟総柱礎石建物（基
d上と推定）。

【政庁跡補遺編】桁行5間、無二2間のSB三70B掘立柱東西棟建物で
b定的に復興→震災前の桁行4問、梁行4潤のSBI70A束西棟総柱礎
ﾎ建物と同位置・同規模で、桁行5聞、梁行4問の南北両型付きS3
P70C東西棟礎石建物に本格的に建て替え。

『多賀城跡政

｡跡本文編』

ﾚ賀城跡政
｡跡補遺編』
w年報』2004・2005・2012

東脇殿 【政庁跡補遺編1第H期に造営され、火災に遭ったSBI150Z礎石建物を
謔高Q期に修造し、西側に縁を付設（SBU50）。

【政庁跡補遺編1被害を受けたが、建て替えはせずに瓦を火規模に
hき鞍え。第W3期には東西両面に掘立式の廟を付設。

西脇殿 ｛77次1桁行5問、梁行2聡で正面3間に縁の付く、床張りのS31ま51
`南北棟礎石式建物。

【77次】第HI2期のSBl15圭A南1ヒ棟礎石式建物を補修。第IV3期には
兼ﾑ両面に掘立式の廟を付設。　1政遺跡補遺編1被害を受けたが、
嘯ﾄ導えはせずに瓦を大．1窒に荘♪替え

東楼 【政庁跡補遺編】第II期に造営された311il　x　3悶のS8正36Z礎石総柱建

ｨを第HI2期にSB136A礎石総根i建物に修造。
｛政庁闇闇遺編1出田12期の3開×3間のSB136A礎石総柱建物をSB
P36B礎石総柱建物に修造。

西楼 【政庁面傷遺編】第狂期に造営され、火災に遭った3間×3潤の三86Z
b石総柱建物を第皿2期にSBIS6A礎石総柱建物に修造。

【政庁跡補遺編】引鉄2期の31｝1｝x3間のSB186A礎石総柱建物をS3

P86B礎石身柱建物に修造と推定。

北門 【政庁跡本文編｝第照期に問口1澗のSB365A掘立式北門を造営。 【政庁跡本文編】第Wl期に間口1聞のSB365B藍蝋式北門に建て替え

南開 ｛政庁跡本文編1第HI2期にSB101C礎石式八脚門に建て替え。 【政庁跡本文編】夏扇2期のSB10王C礎石式八脚四が存続。被害を受けた

ｪ、建て梼えはせずに瓦を大規模に葺き替え。

石敷広場 【政庁跡補遺編】第H期に造営されたSH148石敷広場が存続。
【政庁跡補遺綴第韮期に造営されたSH148石敷広場が引き続き存続していた可能性がある。

政庁遂画
z地塀

宝亀H年（780）伊治公曹麻呂の乱でSB550・370北殿、　SF167A2北辺築地

ｻが焼失し、SF三67B築地塀として再構築。

SB365A掘立灘北門の建て替えにあわせ、　SF167B北辺築地塀を改修。

謔v2期に北辺地区西部に政庁北方建物が付設される。

外
郭
区
画
施
設

南辺 外郭南辺

z地塀
【7・20・24・34・4S・72・73次1宝亀11年（780＞伊賀公曹麻呂の乱で
ﾎ災に罵ったSF202築地塀を補修、　【24次（雀山：外郭南東隅）】第撮期

｢営のSX8U張り出し土壇（新1艮2【1寺期）上で、　SB774A向SB774B→SB774C

ｨSB775A→SB775Bと櫓が第1学期のうちに5小期で変遭する、とする。
w年幸嗣2010でSB774櫓を第頂期、　SB775櫓を第UI～IV期とする。

【7・20・24・34・弼・72・73次】SF202築地塀を第IV期に補修。

w日本三代実録』貞観U年（869）5月26日条を裏付ける。※72次考察
ﾅ各次成果を論理．【24次（雀山＝外郭南東隅〉】『年報』2010（82次
l察）では、SB775櫓、　SX8nB土壇を第皿～正V期とする。

『
年
報
』
1
9
6
9
・
1
9
7
0
・
1
9
7
3
・
1
9
7
4
・
1
9
7
9
・
1
9
8
5
・
2
G
O
1
・
2
0
0
2

外郭南門 【48次1宝亀ll年（780）卵台公砦麻呂の乱で焼失したSB201A礎石式八脚

蛯�謾ｧ2期に同位鐙でSB20欝礎石式八脚門で復興。第1燈期にはSA1538
@立式柱列で暫定復1碍。【80次（考察）】SB202門と娯赫蓬。

｛48次】復興状況は不明確だが、周辺より第IV期の瓦が多量に出土
ｵ、SB20田礎石式八脚門が復儂された可能性が高い。

鉾報』1985・2008

東辺 外郭東辺

z地塀

15軟（週ヒ爽隅）1宝亀圭1年（78G）伊治公二辞麻鼠の乱で焼失したSF380A築

n塀を復興。【53・54次】伊治公」皆麻呂の乱で焼失したSF3SOC築地塀を

rA1769材木塀で暫定的に復旧し、第珊2期にSF380D築地塀で本格的に復
ｻ。　【65次（外郭東門前面屈曲部）｝第現2期にSF380D外郭東辺築地塀を

蛯ｫく贋側に移動させてコ字形に西側に入り込ませてS％80A築地塀を
｢営。北東・南東屈曲部にSF300A築地塀を跨ぐSB310・301櫓を造営。

【51次（北東隅）】SF380B築地塀は須恵系＝ヒ器圷・高台圷を含む崩壊

yHに覆われ、10逆撃蘭雪景までにはかなり崩壊していたことが知
轤黷驕B　【65次（外郭東門箭理屈曲部）】第IV期にSF380A築地塀をS罫

R00B築地塀に大改修、葉ヒ東・南東屈曲部にSX2255・304張り捌し基壇

�｢成し、築地塀を跨ぐSB31瓶・299櫓を造鴬。地震で築地塀・門が
]倒したという『日本三代実録』貞観11年5月26霞条を裏付ける。

『
年
欄
1
9
8
6
・
1
9
8
7
・
1
9
8
8
・
1
9
9
4

外郭東辺材
ﾘ塀（東辺
[低湿地）

【41次（南端）】宝亀U年（780）｛多｝治公砦麻呂の爾後の第iH期にSAI324A・

P322A材木塀を造営。9世紀前半までのll｛iに官本塀を2度修復して1鴨り
ﾏえ、それぞれに材木塀を跨ぐ1聞×1問の櫓状建物が伴うと『年報』1982ではみている。

【41次（南端）】9世：紀筋≧1三の2度目の改修と位置付けられている第4次整地層に伴うsA1324c・1322C材木塀、及び作り直されたsB1325

E状建物は第W期の可能性もあり、再検討を要する。

『年報幽1974・1982

（
。
。
ご

◎○

B
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外 東辺 外郭東門 【B・53・54・65次】窯亀H年（780）俳治公瞥麻鼠の乱後の第III2期に、 【13次】第頂2期のSE307A掘立式八議門の柱を抜き取り、解体し、同 『年報』197正

郭 SF380D外郭東辺築地塀を大きく葱側に私動させ、コ字形に酋側に入り 位｛「．でSB307B礎石式八脚門で造賞。『B本三．代夫録』貞観11｛昇（869） ・1987・1988

区 込ませてSF380A築地塀とその中央にSB307A掘立式八脚l　jを迂営。 5月26β条を塁≦付ける。 ・1994

画 北辺 外郭北辺 i49次】8世紀脚半～9慨i副ll半までの問に築地塀を造田。8世紀末 【49次』由修されずに肋壊が進む。　【75次1北辺両査を‡な理。SF390 『年報』至986

施 築地塀 ～9世紀1】1伴には望地塀下部力湧壊土に覆われその後修1夏されていな 築地塀が第1紅期・第W期にも離分的に楠修され、10世紀頃まで維持・ ・2003
い。　【75次！北辺調査を整理。非瓦葺、板盲きのSド390築地塀。 管理されていたことを確認。

設
西辺 外郭西辺 【46次】宝亀11年（780）伊治公田麻呂の乱後の第nl期に、外郭西辺築地 ｛46次】第n期と澗位置に外郭西辺を移動させてSF断1C築地塀を造 『年欄1978
築地塀 塀をコ層形に東側に入り込ませてSFIO89築地塀を造労。 営。地帯で築地塀が転倒したという『B本三代実録』同視ll年（869） ・1985
（南半丘陵） 5月26日条を裏付ける。

外郭山辺材木 【10次1311・∫期に変遷する材木塀。城内側に隣接する1115×1｝μ1の魯。 【10次｝材木塀が修復されながら灰白色火山灰降下後の第IV期まで 『年報お970
塀（低湿地部） 存続。

外郭西門 【30・33・46次】宝亀U年（780）｛ヲ｝治公曹麻呂の乱後の第H助iに、外郭 【33・46次】第lf期と同翫置に外郭酋辺を移動させて良↓織上とし、 『年報』1977

西辺築地塀をコ字形に東側に入り込ませ、その中央にSB1000掘立式八 第π期のSBIO95B礎石式八型門とほぼ二仏．にSB1095C礎石式八脚F弩 ・1978・lg85
脚目を盛服。・注は抜き取られ、八脚門が解体・移築されたことを示す。 を第IV期に造賞。地震で門島法倒したという『日本三代実録2貝観
柱抜取穴から第1皿期の平瓦繊土。 n年（869）5月26日条を裏付ける。

実 城前 政庁「暢、前面， ｛69～7い74・78・79次lB2期官衙。雪．亀II年（780＞、伊治公営麻黒の 【69～7い74・78・79次】B3｝窮宕衙。建物が減少し、官衙が衰退。 『年報』1998

務 地区 政庁一南門塀 乱丁で焼失した官衙の本格的復興期で、政庁に次ぐ歌要なA期宮山（政 ～2000・2003

官 短路31と側官衙 法弟H期）から実務性の強い官1‘lfに変化。 ・2006・2007

衙 作霞 谷を挟んだ政
【36・39次】空μ」棟（51卜‡1×2iliの東瞠晦付掘立柱選物）、醗屋3棟 【36・39次】穿ll［期のコ宇形をした格式高い官衙の廷物を剛立置・同 『年時圭980

地区 庁東側丘陵上 （5間×2問の掘立柱餅物）を政庁を向くコ宇形に配践した格式の高い 規寝で2度建て替えている。 ・正981

の密．徳 配ri。

大畑 外郭束碧南薦 【13・11・23・56・58～60・62～68次】材’木塀で区画され、北辺に掘 【13・14・23・56・58～60・62～68次】官衙を区醐する材本塀、門 『年報』1973

地区
外与卜東辺蔭側

ﾉ隣接する嘗
立式四脚門（衛門は来検出）が設けられ、宮徳内部が南北通路で束酋
ﾉ二分。冨衙の最盛期。北西部では北を向いてコ予形配置をとる。

（SA706大畑富衙北辺区繭材木塀、　SB707大燐官．衙北門〉が撤虫され、

ﾖ徳内部の連物欽も減少するが、10世紀前半頃まで建物が達て揃え
・1987・1989

`1997・2000
衙 他でも整然とした配段を敢る延物が多く、何度も建て替えられている。 られながら官衙として維持される。

六月 北半部中央の 112・18次｝『：応的建物として、5間X2悶の四面蹴滑掘立柱建物が 【12・18次｝第Hl期の東西に2棟並ぶ5問×2同の懸面痛付掘立勧三 冨ト、鋪1971．

坂 ’』1衙 來酉に2棟並ぶ。 建物を解体、東藤に2糠並ぶ3同X3同総柱礎石違物を造営。 ・玉972

金堀 西半部弓ノξ 【21次茎調査が部分的であり、遺構構成や時期が不明確。 【21次1二黒が部分的であり、遺構築成や時期が不明確。 飾鯛1973
五万
闥
n
区

外郭1獅門隣接
sl‘訂

【33次（城内束酋這路北側〉】第IH期～第IV期に官衙として使用。

y28・29次（城内東西道蹄甫｛具！1）】第1正期～第W期にかけて官衙として

g用されている。

【33次（東西城内道路以北＞1第IV期にも窩’衙二二継読。

y28・29次（城内東山道路南坦ID】策【V期にも官衙が継続。官そ酵とし

ﾄ最も充実。

『年期1976・王9？7

城 政閥 【43・44次】宝亀Il年（780）伊治乱曹麻呂の乱後の第IH期に、逆路福を 【43・44次】逆路輻を正81皿から22mに拡ll｝｛。 『年欄1983

内 庁道 正Omから正8mに拡輻。　【50次】43・彊次見解を修正。材；IH期にだ路嬉 ｛50次】43・44次見解を修正。弟頂期に拡輻した23m軸川路が箔豆V ・1987・2003
・路 を13mから23mに陰帳。　｛78・79・80次】43・宝亀1i年（780）伊治公昏 期も存続。 ・2006・2007道
路
南
門

麻呂の乱立の本格的復興期の第HI2期（SB202B外郭南門、城11fl地区B2期

恤x）に、道路編を13mから23mに拡輻。
【78・79・80次】第1旺2期の23m妬逼路が第IV期も存続、 ・2008

東門 【13・64・66次｝第II［2期に外郭東辺築地塀・東門の位1【是を爾側に大き 【13・64・66次｝第【V期に外郭東門をSB307A麺1泣式八脚門からSB307 『猟期1993
門間・道

?路

く移動させた時のSX2250城内懸路。　S八706大畑官衙北辺区画材’木塀、　SB

V07大畑宮徳北門に面する。
B礎石式八脚門に建て替え、SA706大畑官衙北辺区画材木塀、　SB707大
ｨ官衙北門を拙去後に、外郭東F3西側のSX2250城内辻＝騒をSX314小石

~路面に改修。蠣蜀m。

・1995

城 南大 80一考劣」窒亀U年（780）伊治公砦麻呂の乱後のオ裕的復興期の第H正 【80～欠考二、こ】第IH2期の23m輻道路が第IV期も存就。 年澱2008
外 謹ヒ路 2期に道路幅を綿mから23mに拡幅。

（
9
）

2



　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
③

ま
で
の
政
庁
に
認
め
ら
れ
な
か
っ
た
新
た
な
機
能
が
付
加
さ
れ
た
と
み
ら
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
こ
の
～
郭
も
第
W
3
a
期
に
は
取
り
払
わ
れ
、

政
庁
内
の
北
西
部
で
掘
立
柱
建
物
が
以
後
連
続
的
に
建
て
替
え
ら
れ
て
い
る
。
北
方
建
物
と
同
様
の
機
能
を
持
つ
可
能
性
が
考
え
ら
れ
る
。

20　（20）

（
2
）
外
郭
区
画
施
設
（
表
2
）

　
創
建
期
の
外
郭
区
画
施
設
の
様
相
に
は
不
明
確
な
点
が
多
い
も
の
の
、
政
庁
第
∬
期
以
降
、
外
郭
区
画
施
設
は
基
本
的
に
は
築
地
塀
で
、
丘

陵
部
が
築
地
塀
、
沖
積
地
の
西
湖
北
半
部
と
東
灘
南
端
部
が
材
木
塀
で
あ
る
。
発
掘
調
査
の
結
果
、
外
郭
南
辺
・
東
辺
・
沖
辺
・
北
辺
築
地
塀
、

外
郭
東
辺
南
端
・
西
辺
北
半
材
木
塀
、
築
地
塀
・
材
木
塀
に
約
八
○
メ
ー
ト
ル
毎
に
敷
設
さ
れ
る
櫓
は
、
貞
観
＝
年
（
八
六
九
）
陸
奥
国
巨

大
地
震
に
よ
り
被
害
を
受
け
、
地
震
後
の
政
庁
第
W
期
に
改
修
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
確
認
さ
れ
て
い
る
。

　
外
郭
西
門
は
、
宝
亀
＝
年
（
七
八
○
）
の
伊
治
産
砦
麻
呂
の
乱
ま
た
は
そ
の
後
に
礎
石
式
八
丁
門
が
焼
失
し
、
政
庁
第
H
2
期
に
は
、
外

郭
西
金
築
地
塀
を
コ
字
形
に
東
側
に
入
り
込
ま
せ
、
そ
の
中
央
に
掘
立
式
八
脚
門
と
し
て
造
営
さ
れ
て
い
た
。
貞
観
一
一
年
（
八
六
九
）
陸
奥

国
巨
大
地
震
後
の
政
庁
第
W
期
に
は
、
外
郭
西
門
の
位
置
を
政
庁
第
■
期
の
位
置
に
戻
し
て
礎
石
式
八
脚
門
と
し
、
外
郭
西
里
も
直
線
上
に
造

営
し
て
復
興
し
て
い
る
。
外
郭
西
門
地
区
に
お
け
る
貞
観
地
震
被
害
が
甚
大
で
あ
っ
た
こ
と
が
う
か
が
え
る
。

　
外
郭
東
門
地
区
で
は
、
政
庁
第
皿
2
期
〔
宝
亀
＝
年
（
七
八
○
）
の
伊
治
公
此
口
麻
呂
の
乱
後
の
本
格
的
な
復
興
期
〕
に
、
外
郭
東
辺
築
地
塀
を
コ

字
形
に
西
側
に
入
り
込
ま
せ
、
そ
の
奥
中
央
に
掘
立
式
八
脚
門
と
な
る
外
郭
東
門
を
造
営
し
て
い
た
。
貞
観
地
震
後
に
は
掘
立
式
八
脚
門
を
解

体
し
て
同
位
置
で
礎
石
式
八
脚
門
に
作
り
替
え
る
と
と
も
に
、
築
地
塀
を
大
改
修
し
、
北
東
・
南
東
屈
曲
部
の
築
地
塀
を
跨
い
で
い
た
櫓
も
、

新
た
に
造
成
し
た
張
り
出
し
基
壇
上
に
作
り
直
し
て
い
る
。
外
郭
東
門
地
区
の
被
害
が
甚
大
で
あ
っ
た
こ
と
が
う
か
が
え
る
。

　
以
上
の
よ
う
に
、
外
郭
築
地
塀
・
材
木
塀
、
外
郭
西
門
・
東
門
、
約
八
○
メ
ー
ト
ル
毎
に
外
郭
区
画
施
設
に
敷
設
す
る
櫓
は
、
貞
観
＝
年

（
八
六
九
）
陸
奥
国
巨
大
地
震
で
大
き
な
被
害
を
受
け
、
そ
の
後
に
復
興
さ
れ
た
状
況
が
発
掘
調
査
で
確
認
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
こ
と
は
、

「（

O
略
）
（
多
賀
城
の
）
城
郭
・
倉
庫
・
門
・
櫓
・
培
壁
（
築
地
塀
を
さ
す
）
、
頽
落
顛
覆
、
不
レ
知
二
自
閉
幻
（
後
略
）
」
と
記
さ
れ
た
『
日
本
三
代



発掘調査より知られる貞観一一年（八六九）陸奥国霞大地震・津波の被害とその復興（柳澤）

実
録
』
貞
観
十
～
年
（
八
六
九
）
五
月
二
十
六
日
癸
未
条
を
裏
付
け
て
い
る
。

（
3
）
実
務
官
衙
（
表
2
）

　
城
内
各
所
の
丘
陵
上
に
は
実
務
宮
衙
が
設
け
ら
れ
、
城
前
・
作
業
・
大
畑
・
六
月
坂
・
金
堀
・
五
万
崎
地
区
で
実
務
官
衙
が
検
出
さ
れ
て
い

る
（
第
2
図
）
。
こ
の
う
ち
、
城
前
地
区
で
は
政
庁
第
皿
期
の
実
務
官
衙
が
被
害
を
受
け
、
貞
観
　
一
年
（
八
六
九
）
陸
奥
国
巨
大
地
震
後
に
は

官
衙
が
衰
退
し
て
建
物
数
が
減
少
す
る
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
て
い
る
。
外
郭
東
門
に
隣
接
す
る
大
畑
地
区
官
衙
で
は
、
官
衙
を
方
形
に
区
画

し
て
い
た
材
木
塀
と
北
辺
材
木
塀
中
央
に
設
け
ら
れ
て
い
た
大
畑
地
区
官
衙
北
門
（
掘
立
柱
式
八
難
門
）
を
地
震
後
の
政
庁
第
W
期
に
撤
去
し
、

官
衙
内
部
の
建
物
数
が
減
少
し
な
が
ら
も
一
〇
世
紀
前
半
頃
ま
で
宮
衙
と
し
て
維
持
さ
れ
て
い
る
。
六
月
坂
地
区
で
は
中
心
的
建
物
と
み
ら
れ

る
二
棟
東
西
に
並
ぶ
四
面
廟
付
き
掘
立
柱
建
物
を
解
体
し
て
、
そ
の
位
置
に
三
問
×
三
間
の
礎
石
式
総
柱
建
物
を
造
営
し
て
い
る
。
宮
衙
の
使

わ
れ
方
に
変
化
の
あ
っ
た
こ
と
が
う
か
が
え
る
。
ま
た
、
政
庁
東
側
の
作
貫
地
区
で
は
、
コ
字
形
を
し
て
西
側
の
政
庁
を
向
く
主
要
殿
舎
が
同

位
置
で
政
庁
第
W
期
に
建
て
替
え
ら
れ
、
復
興
さ
れ
て
い
る
。
五
万
崎
地
区
の
城
内
東
西
道
路
跡
南
側
で
は
、
政
庁
第
W
期
に
も
官
衙
が
存
続

し
、
最
も
充
実
し
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
、
城
内
各
所
の
実
務
官
衙
も
貞
観
＝
年
（
八
六
九
）
陸
奥
国
巨
大
地
震
後
に
復
興
を
遂
げ
て
い
る
。

（
4
）
　
遣
物
に
み
ら
れ
る
復
興
状
況

　
貞
観
＝
年
（
八
六
九
）
陸
奥
国
巨
大
地
震
で
大
被
害
を
受
け
た
多
賀
城
の
被
害
と
復
興
状
況
は
、
遺
物
か
ら
も
う
か
が
え
る
。
多
賀
城
跡

城
内
で
の
貞
観
地
震
の
被
害
と
復
興
状
況
に
つ
い
て
、
最
も
よ
く
わ
か
る
遺
物
は
瓦
で
あ
る
。

　
政
庁
跡
出
土
の
軒
丸
瓦
二
一
三
〇
点
の
構
成
比
を
み
る
と
、
多
賀
城
跡
政
庁
第
－
期
の
軒
丸
瓦
が
四
九
｝
点
（
二
三
⊥
％
）
、
政
庁
第
∬
期

の
軒
丸
瓦
が
九
八
八
点
（
四
六
・
四
％
）
、
政
庁
火
皿
期
の
軒
丸
瓦
が
三
六
五
点
（
一
七
二
％
）
、
政
庁
第
N
期
の
軒
平
瓦
が
二
八
六
点
（
一
三
・
四

　
　
　
　
　
　
　
④

％
）
を
占
め
て
い
る
。
ま
た
、
政
庁
跡
出
土
の
軒
平
瓦
二
八
三
二
点
の
構
成
比
を
み
る
と
、
多
賀
城
跡
政
庁
第
－
期
の
軒
平
瓦
が
一
〇
一
六
点

21 （21）



（一

齧
ﾐ
・
九
％
）
、
政
庁
第
■
期
の
軒
平
瓦
が
九
二
〇
点
（
一
壬
マ
五
％
）
、
政
庁
第
十
期
の
軒
平
瓦
が
六
六
六
点
三
三
・
五
％
）
、
政
庁
第
W
期
の
軒

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑤

丸
瓦
が
二
八
六
点
（
八
・
一
％
）
を
占
め
て
い
る
。
丸
瓦
・
平
瓦
の
時
期
別
構
成
比
は
公
表
さ
れ
て
い
な
い
が
、
軒
丸
瓦
・
軒
平
瓦
の
構
成
比
と

似
た
状
況
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
軒
瓦
の
構
成
比
を
み
る
と
、
貞
観
地
震
か
ら
の
復
興
に
あ
た
っ
て
、
そ
れ
ま
で
用
い
ら
れ
て
い
た
創
建
瓦
、

政
庁
第
－
期
の
藤
原
朝
猟
に
よ
る
大
規
模
修
造
瓦
、
政
庁
第
皿
期
の
伊
貴
公
皆
麻
呂
の
乱
後
の
復
興
瓦
を
そ
の
ま
ま
用
い
、
約
｝
割
の
不
足
分

を
政
庁
第
W
期
の
貞
観
地
震
の
復
興
瓦
で
補
い
、
で
き
る
だ
け
省
力
化
し
て
復
興
を
急
い
だ
様
子
が
よ
く
わ
か
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑥

　
政
庁
第
W
期
の
貞
観
地
震
復
興
軒
瓦
の
組
み
合
わ
せ
に
は
、
大
別
す
る
と
以
下
の
三
類
型
が
あ
る
。
①
政
庁
第
皿
期
の
伊
治
公
燃
口
麻
呂
の
乱

後
の
復
興
瓦
の
木
箔
を
再
利
用
し
た
細
弁
蓮
花
文
軒
丸
瓦
三
一
〇
B
と
均
整
唐
草
文
軒
平
瓦
七
一
一
一
B
の
組
み
合
わ
せ
、
②
宝
相
花
文
軒
丸
瓦

四
二
〇
・
四
叉
一
一
・
四
二
三
・
四
二
五
と
連
珠
文
軒
平
瓦
△
二
一
の
組
み
合
わ
せ
、
③
重
弁
蓮
花
文
書
丸
瓦
四
六
〇
・
四
四
〇
と
脳
波
文
軒
平

瓦
九
工
一
、
二
重
人
文
軒
平
瓦
九
一
一
の
組
み
合
わ
せ
で
、
他
に
歯
車
状
文
軒
丸
瓦
四
二
七
、
陰
刻
花
文
軒
丸
瓦
四
五
〇
～
四
五
二
、
連
珠
文

軒
丸
瓦
九
～
○
、
連
符
状
文
軒
丸
瓦
九
二
〇
が
あ
る
。
②
は
新
羅
系
と
み
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、
『
日
本
三
代
実
録
』
貞
観
十
二
年
（
八
七
〇
）
九

月
十
五
日
甲
子
条
「
（
前
略
）
潤
清
・
長
焉
・
真
平
等
、
里
長
｝
於
造
瓦
幻
預
下
陸
奥
国
修
訓
理
府
一
転
造
レ
固
事
b
心
眼
長
二
其
道
一
案
相
従
伝
習
加

（
後
略
）
」
に
み
え
る
陸
奥
国
に
移
配
し
た
新
羅
海
賊
被
疑
者
一
〇
人
の
う
ち
、
造
瓦
技
術
に
長
け
た
三
人
に
よ
る
新
羅
序
言
瓦
技
術
の
伝
習

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑦

と
関
連
す
る
と
指
摘
さ
れ
て
き
た
軒
瓦
で
あ
る
。
構
成
比
で
は
①
が
主
体
を
占
め
、
②
が
そ
れ
に
次
ぎ
、
③
は
少
な
い
。
①
に
は
瓦
当
文
様
が

不
鮮
明
で
摩
滅
し
た
も
の
も
多
い
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
八
九
年
間
保
存
し
て
い
た
政
庁
第
皿
期
（
伊
治
山
砦
麻
呂
の
乱
の
復
興
）
軒
瓦
の
木
階
子

を
再
利
用
し
（
①
の
軒
瓦
）
、
瓦
当
面
が
摩
滅
す
る
ま
で
木
多
型
を
用
い
続
け
、
で
き
る
だ
け
復
興
を
急
い
だ
様
子
が
う
か
が
え
る
。

　
ま
た
、
瓦
・
須
恵
器
・
土
師
器
生
産
で
も
、
平
瓦
凹
面
の
ナ
デ
省
略
、
杯
の
回
転
糸
切
り
後
の
再
調
整
省
略
と
い
っ
た
技
術
の
簡
略
化
が
認

め
ら
れ
、
震
災
後
の
復
興
・
需
要
増
大
に
答
え
る
た
め
量
産
化
を
急
い
だ
様
子
が
う
か
が
え
る
。

　
①
　
宮
城
県
多
賀
城
跡
調
査
研
究
灰
『
多
賀
城
跡
調
査
五
〇
周
年
　
多
賀
城
跡
1
　
　
　
　
②
多
賀
城
政
庁
跡
遺
構
期
の
設
定
は
、
宮
城
県
多
賀
城
跡
調
査
研
究
所
『
多
賀
城

　
　
発
掘
の
あ
ゆ
み
二
〇
一
〇
i
㎏
、
二
〇
一
〇
年
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
跡
政
庁
跡
本
文
編
㎏
（
～
九
八
二
年
）
。
『
宮
城
県
多
賀
城
跡
調
査
研
究
所
年
報
転

22　（22）
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で
の
多
賀
城
跡
終
末
期
土
器
群
の
検
討
を
経
て
、
宮
城
県
多
賀
城
跡
調
査
研
究
所

　
四
多
賀
城
跡
政
庁
跡
補
遺
編
㎞
（
二
〇
一
〇
年
）
で
、
第
W
期
の
終
宋
年
代
を
一

　
〇
世
紀
中
頃
よ
り
一
　
世
紀
申
頃
に
変
更
。

③
進
藤
三
界
氏
は
、
こ
の
一
郭
が
政
庁
の
戌
亥
（
北
西
）
に
あ
た
り
、
胆
沢
城
政

　
庁
北
西
都
で
「
内
神
」
が
祭
ら
れ
て
い
る
こ
と
、
鎮
守
府
で
は
元
慶
六
年
（
八
八

　
二
）
、
出
羽
国
で
は
貞
観
一
四
年
（
八
七
二
）
に
陰
陽
師
が
配
備
さ
れ
、
多
賀
城

　
で
は
そ
れ
以
荊
に
配
備
さ
れ
た
と
み
ら
れ
る
こ
と
な
ど
か
ら
、
こ
の
一
郭
を
内
神

　
や
陰
陽
に
関
す
る
施
設
と
み
て
い
る
（
進
藤
秋
輝
圃
古
代
東
北
続
治
の
拠
点
多

　
賀
城
門
シ
リ
…
ズ
「
遺
跡
を
学
ぶ
」
六
六
、
新
泉
社
、
二
〇
一
〇
年
）
。
な
お
、

　
出
羽
國
へ
の
陰
陽
師
設
概
を
貞
観
一
四
年
（
八
七
二
）
と
し
た
の
は
進
藤
氏
の
錯

　
誤
で
、
嘉
祥
三
年
（
八
五
〇
）
で
あ
る
（
『
日
本
文
徳
天
皇
実
録
㎞
嘉
祥
三
年
六

　
月
甲
戌
二
八
日
条
）
。
睦
奥
出
羽
両
国
は
陸
奥
出
羽
秘
薬
使
が
管
掌
し
て
い
る
こ

　
と
か
ら
、
睡
奥
國
で
は
嘉
祥
三
年
（
八
五
〇
）
以
前
に
陰
陽
師
が
配
置
さ
れ
て
い

　
た
可
能
性
が
高
い
（
柳
澤
和
明
「
江
府
多
賀
城
の
祭
祀
」
鴨
東
北
歴
史
博
物
館
研

　
究
紀
要
㎞
　
｝
二
、
二
九
～
五
四
頁
、
二
〇
一
一
年
）
。

④
宮
城
県
多
賀
城
跡
調
査
研
究
所
『
多
賀
城
跡
政
庁
跡
本
文
編
』
、
一
九
八
二
年
。

⑤
荊
事
々
④
。

⑥
前
掲
註
④
。

⑦
宝
相
打
文
軒
丸
瓦
の
出
現
年
代
に
つ
い
て
は
、
新
羅
海
賊
に
よ
る
陸
奥
国
修
理

　
府
で
の
造
瓦
技
術
の
伝
習
記
事
と
関
連
付
け
て
、
貞
観
一
一
一
年
（
八
七
〇
）
と
み

　
る
の
が
こ
れ
ま
で
の
通
説
で
あ
っ
た
〔
工
藤
雅
樹
「
陸
奥
国
分
寺
出
土
の
宝
相
華

　
文
鐙
瓦
の
製
作
年
代
に
つ
い
て
一
東
北
地
方
に
お
け
る
新
羅
系
古
瓦
の
出
現

　
－
扁
『
歴
史
考
古
隔
第
；
…
号
、
｝
～
一
二
頁
、
一
九
六
五
年
（
『
古
代
蝦
夷
の

　
考
古
学
臨
再
掲
・
補
筆
、
三
七
九
～
四
〇
鴛
頁
、
吉
川
弘
文
館
、
　
一
九
九
八
年
）
、

　
宮
城
県
多
賀
城
跡
調
査
研
究
所
『
多
賀
城
跡
政
庁
黒
本
文
書
㎞
、
一
九
八
二
年
、

　
上
原
真
人
『
歴
史
発
掘
⑪
　
瓦
を
読
む
㎞
、
一
四
〇
頁
、
講
談
社
、
一
九
九
七
年
〕
。

　
　
そ
れ
に
対
し
、
仙
台
市
神
明
社
窯
跡
第
二
次
発
掘
調
査
で
、
工
藤
氏
が
祖
型
と

み
た
宝
煮
花
文
軒
丸
瓦
が
多
賀
城
皿
期
に
比
定
さ
れ
た
窯
跡
よ
り
繊
土
し
た
こ
と

（
伯
台
市
教
育
委
員
会
「
『
紳
明
社
窯
跡
ほ
か
発
掘
調
査
報
告
灘
晶
仙
台
市
文
化

財
調
査
報
告
書
第
二
三
二
集
、
一
九
九
八
年
）
な
ど
か
ら
、
佐
川
正
敏
氏
は
宝
相

花
文
七
丸
瓦
の
出
現
年
代
を
八
六
〇
年
前
後
と
通
説
よ
り
古
く
み
て
い
る
（
「
平

安
時
代
前
期
陸
奥
国
・
出
羽
国
の
宝
紅
花
文
軒
丸
瓦
の
研
究
」
『
東
北
学
院
大
学

東
北
文
化
研
究
所
紀
要
㎞
一
一
㎜
三
、
三
九
～
五
九
頁
、
二
〇
〇
一
年
）
。

　
佐
川
説
に
つ
い
て
曇
口
及
し
た
そ
の
後
の
論
究
は
な
い
が
、
佐
川
氏
が
根
拠
と
さ

れ
た
神
明
社
窯
跡
第
二
次
発
掘
調
査
資
料
の
共
伴
関
係
の
認
定
に
は
か
な
り
閥
題

が
あ
る
。
神
明
社
窯
跡
第
工
次
調
査
報
告
書
で
は
、
軒
瓦
を
も
と
に
多
賀
城
第
頂

期
に
位
概
付
け
た
が
、
調
査
さ
れ
た
二
基
の
窯
跡
か
ら
は
、
窯
内
に
廃
棄
さ
れ
た

状
態
で
軒
丸
瓦
・
軒
平
瓦
・
平
瓦
・
丸
瓦
が
畠
土
し
た
。
報
告
書
で
は
主
体
を
占

め
る
平
瓦
の
年
代
的
位
置
付
け
を
行
っ
て
い
な
い
が
、
多
賀
城
跡
の
瓦
分
類
悲
準

を
築
か
れ
た
元
多
賀
城
調
査
研
究
所
長
二
兀
東
北
歴
史
博
物
館
長
の
進
藤
秋
輝
氏

と
と
も
に
、
仙
台
市
教
育
委
員
会
文
化
財
課
の
ご
高
配
に
よ
り
二
〇
｝
二
年
六
月

＝
一
日
に
こ
の
瓦
資
料
を
実
見
し
た
と
こ
ろ
、
平
瓦
の
大
多
数
は
多
賀
城
第
遭
期

の
平
瓦
∬
B
類
で
あ
っ
た
。
他
に
多
賀
城
跡
第
∬
期
の
刻
印
平
瓦
、
単
弧
文
軒
平

瓦
や
多
賀
城
第
W
期
の
宝
相
花
文
軒
丸
瓦
二
点
も
含
ま
れ
て
い
た
。
主
体
を
占
め

る
の
は
多
賀
城
第
皿
期
の
瓦
だ
が
、
多
賀
城
第
H
・
W
期
の
瓦
も
少
数
含
ま
れ
て

い
る
。
多
賀
城
第
E
～
W
期
ま
で
の
瓦
が
混
在
し
て
溌
棄
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、

共
伴
関
係
を
検
討
で
き
る
よ
う
な
一
括
資
料
と
は
喬
え
な
い
。
ま
た
、
こ
れ
ま
で

多
賀
城
第
皿
期
の
瓦
窯
跡
で
宝
相
花
文
軒
丸
瓦
が
出
土
し
た
例
も
な
く
、
多
賀
城

跡
に
お
け
る
宝
菊
花
文
軒
丸
瓦
の
出
土
状
況
や
型
式
変
化
の
連
続
性
の
観
点
か
ら

み
て
も
大
き
く
矛
盾
す
る
。

　
し
た
が
っ
て
、
多
賀
城
第
璽
期
瓦
窯
跡
で
宝
根
花
文
軒
丸
瓦
を
生
産
し
た
と
は

断
定
で
き
ず
、
佐
辮
説
に
は
従
え
な
い
。
宝
相
花
文
軒
丸
瓦
の
出
現
年
代
は
、
通

説
ど
お
り
貞
観
一
二
年
（
八
七
〇
）
と
し
、
貞
観
地
震
の
復
興
瓦
と
み
る
の
が
妥

当
で
あ
る
。

（23）23



第
四
章
　
多
賀
城
跡
城
外
の
発
掘
調
査
よ
り
知
ら
れ
る
貞
観
地
震
の
被
害
・
復
興
状
況
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（
1
）
　
多
賀
城
跡
城
外
の
方
格
地
割
内

　
八
世
紀
末
頃
（
多
賀
城
政
庁
第
盟
2
期
に
粗
壁
）
、
多
賀
城
の
城
内
で
は
政
庁
と
実
務
官
衙
の
整
備
が
集
中
的
に
行
わ
れ
、
城
外
で
は
政
庁
－
外

郭
南
門
間
道
路
の
南
延
長
に
あ
た
る
南
北
大
路
、
及
び
外
郭
南
辺
築
地
塀
か
ら
約
五
掛
離
れ
た
東
西
大
路
を
基
準
と
し
て
、
南
北
・
東
西
道
路

で
区
画
さ
れ
た
町
並
み
が
形
成
さ
れ
始
め
、
城
内
・
城
外
一
体
と
な
っ
た
都
市
的
景
観
が
出
現
す
る
（
第
2
図
）
。
こ
の
都
市
的
景
観
の
整
備
は
、

桓
武
朝
の
征
夷
に
伴
う
坂
東
諸
国
か
ら
の
人
的
・
物
的
支
援
体
制
の
整
備
や
多
賀
城
に
併
設
さ
れ
て
い
た
鎮
守
府
の
胆
沢
城
へ
の
移
転
に
連
動

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
①
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
②

す
る
も
の
、
と
評
価
さ
れ
る
。
東
西
・
南
北
道
路
網
に
よ
る
落
丁
地
割
は
、
こ
れ
ま
で
の
研
究
成
果
を
参
考
に
す
る
と
、
以
下
の
四
時
期
に
区

分
さ
れ
、
段
階
的
に
発
展
・
推
移
し
て
い
る
（
第
3
・
4
図
）
。

　
門
方
格
地
割
1
期
　
八
世
紀
末
頃
～
九
世
紀
初
頭
頃
】

　
南
北
大
路
と
東
西
大
路
、
東
西
大
路
東
道
路
の
み
を
施
工
し
、
東
西
大
路
以
南
で
は
政
庁
中
軸
線
（
南
北
大
路
）
の
南
延
長
線
上
に
直
線
的

に
な
る
よ
う
砂
押
川
を
河
川
改
修
し
た
。

　
【
方
格
地
割
皿
期
　
九
世
紀
初
頭
頃
～
貞
観
一
一
年
（
八
六
九
）
陸
奥
国
巨
大
地
震
に
よ
る
被
害
】

　
東
西
大
路
の
南
北
両
側
に
小
路
を
設
け
、
方
格
地
割
が
形
成
さ
れ
る
段
階
（
第
3
図
上
）
。
北
－
道
路
以
北
に
も
道
路
が
施
工
さ
れ
た
が
、
部

分
的
。
重
役
地
割
内
の
東
西
大
路
に
面
し
た
一
等
地
の
北
1
西
3
区
、
南
1
西
2
区
は
国
守
館
で
、
南
－
西
2
区
の
国
守
館
に
は
遣
り
水
を
配

す
る
庭
園
が
伴
う
。
他
の
区
画
で
も
建
物
が
多
く
建
て
替
え
ら
れ
、
井
戸
も
設
け
ら
れ
る
な
ど
、
方
格
地
池
内
が
居
住
域
と
な
っ
た
。
一
方
、

東
西
大
路
以
北
の
南
北
大
路
両
側
近
く
に
は
、
小
路
が
設
け
ら
れ
な
い
が
、
大
型
南
北
棟
が
並
ぶ
な
ど
公
的
な
様
相
を
示
す
。
南
1
道
路
以
南
、

砂
押
川
両
側
で
は
水
田
・
畑
が
あ
り
、
耕
作
域
と
し
て
利
用
さ
れ
た
。
多
賀
城
外
郭
東
辺
よ
り
東
側
の
西
沢
遺
跡
、
多
賀
城
廃
寺
周
辺
の
小
沢
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　　　　（S＝1／30，000）

O　500m

　　1
南1濫．．．

　　　西3a
　　北2a
北2

r艀：1薄辻

西8西7齢茜諭惹翻三L．
　西2西1
水田域

　　　西0

南門跡

西沢遺跡

南北大路跡

　　　　　．
館前遺跡（国司館跡）

市川橋遺跡

東1

東。

砂押川（奈良・平安）

東2

小沢原遺跡

　　　　　　自

　多賀城廃寺跡

東西大路東道路跡
3

高崎遺跡
砂押川（奈良）

方格地割ll期〔9世紀初頭頃～貞観11年（869）〕

l－i／

東西大路跡
，．・・賢．一日●馳・鴨．

　　　　　　　　東門跡

特別史跡／
多賀城跡〆
　　　　ぞ　　　　～政庁跡
　　　　ノ

　　　！

　　　　　　　　　　　e

　　　　　　集団墓地
　　　　　　　　　　　　　1．k3；．
　　　　　　　　　　　ノ
北・一一＿輿鰻／
　　　　　響　　罫　　霊

　　N一一：一t・一・一1．．．．．；／．．．．L，r，

国司館跡
1，北1西3区（山王遺跡多賀前北地区）

2．南1西2区〔山王遺跡多賀前南地区）

3．館前遺跡
　　　　　（S＝1／30，　OOO）

O　500m

．．．．．，ノ’

西門跡

　　　　　　　　　　　　　　r、

一姻頚卜トトli．．；
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

東　
　　　　　　　　　　西7

　　　　　　西2
山王遺跡南1－2
　　　　－」南倦1

　　　　水田域西。

南門跡

南北大路跡
　　　　　館前遺跡（国司館跡）
　北2　　　．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　砂押川（奈良・平安）

　　　　　　　　　　　　方格地割皿期〔貞観11年差869）～10世紀前葉頃〕

宮城県教育委員会（2009）第2図をもとに、武田健市2010「多賀城廃寺と多賀城南面の様子」　『第36回古代城柵

官衙遺跡検討会一資料集一』pp．　II5～134を参考にして作成。

　　　　　　　　　第3図　貞観ll年（869）陸奥国巨大地震前後の方格地割

市川橋遺跡　　　　言

　　　　　多賀城廃寺跡

　　東2東西大路東道路跡

　　　　　貞観地震に伴う噴砂

轟1　蕉議跡
　　　　　　砂押川（奈良）
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発掘調査より知られる貞観一一一一年（入六九〉陸奥国巨大地震・津波の被害とその復興（柳澤）

原
・
高
崎
遺
跡
な
ど
丘
陵
部
に
は
、
掘
立
柱
建
物
や
竪
穴
住
居
か
ら
な
る
集
落
が
形
成
さ
れ
た
。

　
【
方
格
地
割
皿
期
　
貞
観
一
［
隼
（
八
六
九
）
陸
奥
国
巨
大
地
震
後
の
復
興
～
一
〇
世
紀
前
葉
頃
】

　
北
2
道
路
を
長
く
施
工
し
、
北
3
・
南
2
・
西
9
道
路
や
南
1
i
2
間
・
東
西
大
路
－
南
－
間
道
路
な
ど
小
路
を
新
た
に
造
営
し
、
方
薬
地

割
と
居
住
域
が
拡
大
さ
れ
た
段
階
（
第
3
宿
下
）
。
東
3
道
路
は
廃
絶
。
南
北
・
東
西
大
路
交
差
点
付
近
の
道
路
や
区
画
内
で
は
黒
褐
色
晶
質
シ

ル
ト
土
（
津
波
堆
積
層
？
）
が
堆
積
し
、
H
期
に
あ
っ
た
大
型
南
北
棟
が
廃
絶
し
て
、
小
規
模
な
建
物
が
建
て
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
、
利
用
形

態
が
変
化
し
た
。
南
2
道
路
以
南
、
砂
押
川
近
く
で
は
引
き
続
き
耕
作
域
と
し
て
利
用
さ
れ
た
。
方
格
地
割
外
、
砂
押
川
河
川
敷
の
市
川
橋
遺

跡
中
谷
地
地
区
で
は
、
貞
観
＝
年
（
八
六
九
）
陸
奥
国
巨
大
地
震
後
に
出
さ
れ
た
同
年
一
〇
月
＝
二
日
の
清
和
天
皇
詔
を
契
機
に
集
団
墓
地

　
　
　
　
　
③

が
形
成
さ
れ
た
。
一
〇
世
紀
初
頭
～
前
葉
頃
、
覆
革
地
割
外
の
東
・
西
で
、
多
賀
城
廃
寺
主
導
に
よ
り
万
灯
会
が
開
催
さ
れ
た
。

　
【
方
格
地
割
y
期
　
｝
○
世
紀
前
葉
頃
～
中
頃
】

　
方
格
地
割
皿
期
の
様
相
が
基
本
的
に
は
継
続
さ
れ
る
。
西
！
1
南
北
大
路
問
の
北
！
道
路
（
道
路
路
面
上
に
井
戸
構
築
）
や
北
2
道
路
以
北
の

西
6
道
路
な
ど
小
路
の
い
く
つ
か
が
廃
絶
す
る
。
東
西
大
路
に
面
し
た
北
－
西
7
区
に
国
守
館
が
新
た
に
造
営
さ
れ
る
。
外
郭
真
草
東
側
の
低

地
に
も
水
田
が
作
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
、
土
地
利
用
が
変
化
し
た
。

　
貞
観
＝
年
（
八
六
九
）
陸
奥
国
巨
大
地
震
後
の
方
格
地
割
皿
期
に
は
、
城
外
の
方
格
地
割
も
道
路
が
各
所
で
改
修
さ
れ
、
内
部
の
掘
立
柱

建
物
も
相
次
い
で
建
て
替
え
ら
れ
て
い
る
。
ま
た
、
地
震
後
に
薪
設
さ
れ
た
北
2
道
路
な
ど
も
あ
り
、
居
住
区
が
拡
大
し
て
い
る
。
多
く
の
道

路
で
は
地
震
後
に
側
溝
の
位
置
を
ず
ら
し
て
お
り
、
路
面
が
盛
土
さ
れ
て
改
修
さ
れ
て
い
る
箇
所
も
多
い
。
貞
観
津
波
痕
跡
は
認
め
ら
れ
な
い

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
④

が
、
貞
観
地
震
後
の
復
興
の
様
子
が
よ
く
わ
か
る
調
査
事
例
の
｝
つ
に
、
東
西
大
路
東
道
路
跡
の
調
査
が
あ
る
。
こ
こ
で
は
、
貞
観
地
震
当
時

の
S
D
1
6
1
6
D
爾
側
溝
に
は
地
山
ブ
ロ
ッ
ク
を
多
く
含
む
黒
褐
色
土
が
自
然
堆
積
し
、
こ
の
上
と
路
面
上
を
黒
褐
色
粘
土
、
黄
褐
色
砂
、

丘
陵
部
岩
盤
ブ
ロ
ッ
ク
で
整
地
し
て
か
ら
E
側
溝
を
復
興
し
て
い
る
。
そ
の
最
上
層
に
～
○
世
紀
前
葉
頃
に
降
灰
し
た
灰
白
色
火
山
灰
が
堆
積

し
て
い
る
。
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遺構期 方格地割 1期 方格地割■期 方格地割皿期 方格地割IV期
交差点 （8世紀末～9世紀前葉頃） （9世紀前葉～貞観11年） 偵観n年～10世紀前葉頃） （1G世紀前葉～中頃〕

北3・西5道路

�ｷ点

1皐　　北3 1｝吟1野・ 1監　　北3

西5 西5　　　　　西5 西5．

北2－3間・西4

ｹ路交差点
11→桝「 l

l西4　　　西4　　　西4 西4

西3a 西3a 西3a
北2a・西3、

k2・西3道路
�ｷ点

躍富配：：雌凱
：：㍗i囲剴　　■國■■置一■■■

■■ □屡 ．■

5　　　　西5 西5

北2・2－3間、西5

ｹ路交差点

．甥≡　　　　2「r『

栩ぜ1掴

南北大路 南北大路 南北大路 南北大路

北2道路・南北

蝌H交差点
北2
@　　　　　北2

北2 北2

北2・西1

ｹ路交差点

□■●置■
@　北2’里r

西1

北2・西4
」」　　北2

道路交差点 ¶「
西4

北2・西5
』　　　　北2

一北2道路交差点 一毛「■ ’盤「■

西5 西5

北1・西3

ｹ路交差点

畠　　北1

P「

†卜・→1卜・ 1卜・

西3．
西3　　　　　西3 西3

南北大路 南北大路 南北大路 南北大路

東西大路・南北

蝌H交差点

⊥
．
．
，
，
東
西
大
路
口

昌 ．L．．乱東西大路 ．L．．乱東西大路 　　」　記東西大路

圏 ■ 置

西2　　　　西2 西2 西2

東西大路・西2

一
」L　■」L 凸 凸道路交差点

東西大路一 東西大路→東西大路

｡r　■「「
東西大路 東西大路

西9 西9
東西大路・西9 ■■占 」」■

道路交差点 東西大路 東西大路

■ ■

南1・西1

ｹ路交差点

」」　　南1

�u
童謡1卜

西1 西1　　　　　西1

南2・西0

ｹ路交差点

　　砂押川　西0砂押川

E・＝難→謳
　　砂押川　　　砂押川

E・
o慰→＝羅

一 一 一 一心西大路東道路 東西大路束道路 東西大路束道路 東西大路東道路 東西大路東道路

東3道路交差点 〒 〒 〒 一束3 東3 束3

鈴木孝行2006「多賀城外の方格地割」『第32回古代城柵官衙遺跡検討会一・・資料集一』pp．86～97をもとに、宮城県教育委員会2009『市川

橋遺跡の調査　伏石・八幡地区』　（宮城県文化財調査報告書第218集）の調査成果を加筆して作成。

第4図　多賀城方格地割の道路交差点の形態とその変遷
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発掘調査より知られる貞観一一年（八六九）陸奥国巨大地震・津波の被害とその復興（柳澤）

　
ま
た
、
南
2
道
路
に
近
い
S
D
2
0
0
0
砂
押
壁
跡
の
発
掘
調
査
で
は
、
B
河
川
跡
川
底
ま
で
噴
出
し
た
噴
砂
の
痕
跡
が
認
め
ら
れ
、
そ
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑤

直
上
の
砂
層
と
と
も
に
貞
観
地
震
に
伴
う
可
能
性
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
以
外
に
宮
城
県
教
育
委
員
会
と
多
賀
城
市
教
育
委
員
会
に
よ
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑥

山
王
・
市
川
橋
遺
跡
の
発
掘
調
査
報
告
書
に
は
、
貞
観
津
波
堆
積
物
の
指
摘
は
な
く
、
津
波
痕
跡
の
具
体
的
な
様
相
は
不
明
確
で
あ
る
。

　
仙
台
市
沼
向
遺
跡
の
第
－
浜
堤
列
と
後
背
湿
地
に
残
る
貞
観
津
波
堆
積
層
が
層
厚
一
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
と
薄
い
こ
と
な
ど
か
ら
、
多
賀
城
跡

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑦

城
外
で
の
貞
観
津
波
被
害
に
つ
い
て
否
定
的
な
見
解
を
斎
野
裕
彦
氏
が
最
近
表
明
さ
れ
た
。
し
か
し
筆
者
は
、
多
賀
城
の
城
下
に
（
夜
間
に
）

津
波
が
押
し
寄
せ
て
一
〇
〇
〇
人
が
溺
死
し
た
と
す
る
『
日
本
三
代
実
録
恥
貞
観
十
一
年
（
八
六
九
）
五
月
二
十
六
日
己
未
条
を
よ
り
重
視
し

て
い
る
。
こ
の
「
城
下
」
と
い
う
用
語
は
広
義
に
は
城
柵
の
管
轄
区
域
を
さ
す
が
、
こ
こ
で
は
明
ら
か
に
狭
義
で
用
い
ら
れ
、
そ
れ
は
多
賀
城

の
南
前
面
に
展
開
す
る
方
格
地
割
を
さ
す
と
考
え
ら
れ
る
。
①
こ
の
記
事
、
②
砂
押
川
・
潟
湖
・
海
港
と
の
位
置
関
係
、
③
三
二
一
巨
大
地

震
津
波
遡
上
高
が
南
－
西
2
区
の
国
司
堤
焼
の
古
代
地
表
面
よ
り
七
〇
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
程
高
い
位
置
に
あ
っ
た
こ
と
、
④
後
述
の
五
つ
の
事

例
よ
り
巨
大
津
波
が
遡
上
し
た
可
能
性
が
う
か
が
え
る
こ
と
か
ら
、
貞
観
地
震
に
伴
っ
て
巨
大
津
波
が
海
港
・
海
岸
よ
り
多
賀
城
跡
南
方
に
広

が
る
潟
湖
（
第
1
図
）
を
遡
上
し
、
さ
ら
に
直
線
的
に
改
修
さ
れ
た
砂
押
川
を
遡
上
し
、
城
外
の
方
谷
地
割
は
か
な
り
の
面
積
に
わ
た
っ
て
道

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑧

路
や
内
部
が
冠
水
し
、
受
払
地
割
内
部
の
建
物
も
倒
壊
す
る
な
ど
大
き
な
被
害
を
受
け
た
可
能
性
が
高
い
と
推
定
し
て
い
る
。
多
賀
城
跡
城
外

に
お
け
る
貞
観
津
波
の
実
態
解
明
が
急
務
で
あ
り
、
今
後
の
発
掘
調
査
で
は
、
津
波
堆
積
物
や
洪
水
堆
積
層
と
思
わ
れ
る
堆
積
層
の
検
討
に
は
、

地
質
学
・
地
形
学
・
地
震
学
・
津
波
工
学
研
究
者
と
の
共
同
研
究
が
不
可
欠
で
あ
る
。

　
す
で
に
発
掘
調
査
が
行
わ
れ
た
地
点
で
の
検
討
に
は
、
刊
行
さ
れ
た
発
掘
調
査
報
告
書
よ
り
津
波
堆
積
物
の
可
能
性
の
あ
る
土
層
に
つ
い
て

ピ
ッ
ク
ア
ッ
プ
す
る
こ
と
が
ま
ず
必
要
で
あ
る
。
貞
観
津
波
堆
積
物
の
可
能
性
の
あ
る
こ
れ
ま
で
の
発
掘
調
査
箇
所
に
つ
い
て
、
申
合
的
な
検

討
結
果
を
以
下
指
摘
す
る
（
第
5
・
6
図
）
。
以
下
の
五
地
点
は
い
ず
れ
も
古
代
の
砂
押
川
に
近
い
地
点
で
あ
る
。

　
①
古
代
の
S
X
1
8
1
2
砂
押
川
跡
と
交
差
し
、
S
X
1
7
7
7
章
章
の
か
か
っ
た
地
点
よ
り
約
五
六
メ
ー
ト
ル
北
の
S
X
！
8
0
0
南

　
　
北
大
路
跡
（
第
5
図
①
）
。
路
面
が
凸
凹
と
な
り
、
そ
の
窪
み
に
暗
晦
黄
色
砂
・
粗
砂
互
層
が
堆
積
。
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標高3．200m　D西側溝

　　　y’ms”wwsxttwry．7i

路面上窪み＝SX1779〔暗灰黄色砂・粗砂互層、貞観11年初869）陸奥国巨大地震津波堆積層？〕
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　第工層（表土）

／x．

巴ザr

E東側溝第皿層

　　　　　　　SD1768西側溝　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　SD1767東側溝
多賀城市教育委員会2004　『市川橋遺跡一城南土地区画整理事業に係る発掘調査報告書皿一』　（多賀城市文化財調査報告書第75集）第6図を縮小・反転・再トレース、一部加筆．

c東側溝上面と路面を壊すsX177g①SX1800南北大路跡断面図（1）　　　　　　　標高3．・5mト　　　一．．一一一一一　一一一
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酎
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一
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0
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講
油
く
8
0

②
古
代
の
S
X
1
8
1
2
砂
押
川
跡
と
交
差
し
、
S
X
1
7
7
7
黒
黒
の
か
か
っ
た
地
点
よ
り
約
五
〇
メ
1
ト
ル
北
の
S
X
1
8
0
0
南

　
北
大
路
跡
（
第
5
図
②
）
。
断
面
図
①
の
南
約
六
メ
ー
ト
ル
。
S
D
1
7
6
7
C
東
側
溝
の
上
部
及
び
路
面
上
が
挟
ら
れ
る
よ
う
に
底
面
が

　
凸
凹
に
削
平
さ
れ
、
暗
灰
黄
色
砂
・
粗
砂
互
層
が
堆
積
（
S
X
1
7
7
9
）
。

③
古
代
の
S
X
1
8
1
2
砂
押
歯
跡
と
交
差
し
、
S
X
1
7
7
7
橋
工
の
か
か
っ
た
地
点
の
す
ぐ
南
側
、
南
北
大
路
路
面
上
の
S
X
2
0

　
7
9
・
3
0
7
2
落
ち
込
み
（
第
5
図
③
）
。
両
者
は
洪
水
に
よ
っ
て
路
面
を
侵
食
し
た
と
み
ら
れ
る
一
連
の
落
ち
込
み
で
、
黄
褐
色
粗
砂

　
が
堆
積
。

④
直
線
的
に
改
修
さ
れ
た
S
D
2
0
0
0
砂
押
川
跡
の
小
羽
三
〇
メ
ー
ト
ル
に
位
置
す
る
支
流
の
S
D
1
6
0
2
B
河
川
跡
（
第
5
図
④
）
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑨

　
九
世
紀
中
葉
頃
に
埋
没
、
そ
の
上
を
整
地
し
て
か
ら
貞
観
地
震
後
に
S
X
3
4
6
1
A
南
1
1
2
間
道
路
が
造
営
さ
れ
て
い
る
。
貞
観
地

　
震
津
波
の
遡
上
で
埋
没
し
た
可
能
性
が
あ
る
。

⑤
南
2
道
路
跡
に
近
い
S
D
2
0
0
0
B
河
川
跡
（
第
6
図
⑤
）
。
川
底
に
ま
で
噴
砂
が
噴
出
し
、
そ
の
直
上
に
津
波
堆
積
物
の
可
能
性
の

　
あ
る
砂
層
が
堆
積
す
る
。
こ
の
砂
層
が
堆
積
し
た
貞
観
地
震
後
に
、
B
河
川
右
岸
際
ま
で
南
2
道
路
が
造
営
さ
れ
、
居
住
域
が
拡
大
し
て

31 （31）



　
　
　
⑩

　
　
い
る
。

①
～
③
の
津
波
堆
積
物
の
可
能
性
の
あ
る
土
層
に
つ
い
て
、
多
賀
城
市
埋
蔵
文
化
財
調
査
セ
ン
タ
ー
は
珪
藻
分
析
を
行
い
、
発
掘
調
査
報
告

書
で
公
表
し
て
い
る
。
し
か
し
海
亀
域
種
群
の
珪
藻
は
検
出
さ
れ
ず
、
淡
水
域
種
苗
の
珪
藻
が
大
多
数
を
占
め
、
汽
水
域
種
痘
の
珪
藻
が
少
数

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑪

検
出
さ
れ
た
こ
と
か
ら
、
津
波
堆
積
物
と
は
断
定
で
き
な
い
と
し
て
い
る
。
ま
た
、
①
・
②
地
点
と
東
西
大
路
・
南
北
大
路
交
差
点
付
近
に
つ

い
て
は
、
東
北
大
学
の
研
究
グ
ル
ー
プ
が
二
〇
〇
〇
年
の
発
掘
調
査
時
に
現
地
踏
査
を
行
っ
て
独
自
に
珪
藻
分
析
を
行
い
、
粟
生
歯
種
群
の
珪

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑫

藻
は
検
出
さ
れ
な
い
も
の
の
、
河
川
を
遡
上
し
た
貞
観
津
波
堆
積
物
の
可
能
性
の
あ
る
こ
と
を
指
摘
し
て
い
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑬

　
こ
の
こ
と
を
考
え
る
上
で
、
東
日
本
大
震
災
後
に
公
表
さ
れ
た
箕
浦
幸
治
氏
論
文
は
き
わ
め
て
示
唆
に
富
む
。
箕
浦
氏
は
地
質
学
・
堆
積
学

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑭

が
専
門
で
、
　
九
八
七
年
に
日
本
で
初
め
て
貞
観
地
震
津
波
堆
積
物
の
存
在
を
明
ら
か
に
し
て
学
会
発
表
を
行
い
、
～
九
九
一
年
に
共
同
論
文

で
東
北
地
方
太
平
洋
岸
に
波
高
一
〇
メ
ー
ト
ル
の
ミ
レ
ニ
ア
ム
周
期
津
波
が
襲
来
す
る
危
険
性
を
予
告
し
て
い
た
。
二
〇
＝
年
、
箕
浦
氏
は

三
・
＝
巨
大
地
震
津
波
堆
積
層
と
貞
観
津
波
堆
積
層
に
つ
い
て
珪
藻
分
析
を
行
っ
た
。
そ
の
結
果
、
貞
観
地
震
当
時
の
海
岸
線
か
ら
「
キ
ロ

メ
ー
ト
ル
程
の
仙
台
市
若
林
区
長
屋
敷
で
は
、
貞
観
津
波
堆
積
層
の
最
下
部
に
の
み
海
生
理
単
記
の
珪
藻
が
九
・
五
％
含
ま
れ
、
そ
れ
よ
り
上

位
に
は
こ
れ
ら
が
含
ま
れ
て
い
な
い
こ
と
、
ニ
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
程
の
福
島
県
相
馬
市
岩
ノ
子
で
は
最
下
部
に
の
み
海
生
青
津
群
の
珪
藻
が
一
・

七
％
含
ま
れ
、
そ
れ
よ
り
上
位
に
は
こ
れ
ら
が
含
ま
れ
て
い
な
い
こ
と
が
明
ら
か
と
な
っ
た
。
そ
し
て
、
昨
年
の
三
・
＝
巨
大
地
震
津
波
堆

積
物
の
珪
藻
分
析
結
果
と
の
比
較
・
検
討
か
ら
、
「
貞
観
津
波
の
遡
上
過
程
で
氾
濫
源
由
来
の
砂
に
よ
る
堆
積
物
希
釈
が
強
力
に
作
用
し
た
」

と
指
摘
さ
れ
た
。
そ
し
て
、
「
大
規
模
津
波
の
遡
上
流
は
、
総
じ
て
強
力
な
浸
蝕
流
で
あ
る
」
と
結
論
さ
れ
、
表
層
を
激
し
く
撹
乱
し
、
海
岸

砂
の
数
倍
の
量
の
陸
生
砂
を
取
り
込
み
な
が
ら
遡
上
し
て
ゆ
く
実
態
を
明
ら
か
に
さ
れ
た
。

　
①
～
③
の
地
点
は
、
貞
観
地
震
当
時
の
海
岸
線
よ
り
古
代
の
潟
湖
と
砂
押
川
を
四
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
程
遡
っ
た
地
点
付
近
で
あ
る
。
箕
浦
氏
に

よ
る
分
析
結
果
か
ら
み
る
と
、
こ
の
堆
積
物
に
海
生
飯
種
群
の
珪
藻
が
含
ま
れ
て
い
な
い
理
由
は
十
分
説
明
可
能
で
あ
る
。
箕
浦
氏
か
ら
は
、

津
波
が
河
川
を
遡
上
す
る
場
合
に
は
、
海
水
が
そ
の
ま
ま
内
陸
部
に
到
達
す
る
こ
と
は
な
く
、
や
が
て
は
河
川
水
と
混
合
し
、
塩
分
や
浮
遊
物
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が
希
釈
さ
れ
て
淡
水
が
卓
越
・
全
置
換
す
る
こ
と
、
珪
藻
殻
も
同
様
で
、
海
水
成
分
が
失
わ
れ
て
つ
い
に
は
淡
水
成
分
と
な
る
、
と
の
ご
教
授

を
い
た
だ
い
た
。
し
た
が
っ
て
、
①
～
③
の
堆
積
層
が
津
波
堆
積
物
で
あ
る
可
能
性
は
十
分
に
あ
る
だ
ろ
う
。
そ
の
場
合
に
は
、
砂
押
川
と
交

差
す
る
S
X
1
7
7
7
橋
跡
を
中
心
に
南
北
二
〇
〇
メ
ー
ト
ル
程
に
わ
た
り
、
国
府
多
賀
城
の
基
幹
道
路
で
あ
る
南
北
大
路
が
破
壊
・
冠
水
し

て
機
能
が
麻
痺
し
た
こ
と
に
な
る
だ
ろ
う
。
④
・
⑤
の
調
査
箇
所
も
、
貞
観
地
震
の
前
後
の
状
況
か
ら
み
て
、
十
分
可
能
性
が
あ
る
と
考
え
て

い
る
。

　
多
賀
城
跡
城
外
の
前
章
地
割
内
部
で
、
津
波
堆
積
物
の
可
能
性
の
あ
る
箇
所
の
検
出
が
こ
れ
ま
で
散
発
的
で
あ
る
の
は
、
方
格
地
割
内
部
が

居
住
区
で
あ
り
、
復
興
に
伴
っ
て
津
波
堆
積
物
が
除
去
さ
れ
た
可
能
性
も
想
定
し
て
い
る
。

　
二
〇
＝
一
年
四
月
よ
り
山
王
・
市
川
橋
遺
跡
で
は
、
多
賀
城
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
建
設
、
三
陸
自
動
車
道
・
県
道
泉
塩
釜
線
四
車
線
化
な
ど

震
災
復
興
関
連
事
業
に
伴
い
、
大
規
模
発
掘
調
査
（
宮
城
県
教
育
庁
文
化
財
保
護
課
担
当
）
が
他
県
よ
り
の
文
化
財
担
当
職
員
の
派
遣
協
力
を
得

な
が
ら
複
数
年
計
画
で
実
施
さ
れ
て
い
る
。
二
〇
～
二
年
度
は
筆
者
も
通
年
、
勤
務
先
の
東
北
歴
史
博
物
館
よ
り
長
期
出
張
と
な
り
、
山
王
遺

跡
多
賀
前
地
区
の
発
掘
調
査
に
従
事
し
て
い
る
。
こ
の
発
掘
調
査
で
は
、
南
1
西
2
区
の
国
司
瓦
之
の
S
D
1
0
2
0
A
遣
り
水
遺
構
と
城
外

の
S
F
3
7
0
0
水
田
跡
内
湿
地
を
覆
う
洪
水
砂
層
を
検
出
し
た
。
山
王
遺
跡
八
幡
地
区
の
発
掘
調
査
で
は
、
北
2
道
路
B
期
側
溝
か
ら
洪
水

砂
層
が
検
出
さ
れ
た
。
い
ず
れ
も
出
土
遺
物
か
ら
九
世
紀
中
頃
と
み
ら
れ
、
貞
観
津
波
堆
積
層
の
可
能
性
も
あ
る
と
考
え
、
地
質
学
・
地
形
学

の
専
門
家
に
分
析
を
依
頼
し
て
い
る
。
方
格
地
割
内
の
津
波
堆
積
物
の
実
態
解
明
が
急
務
で
あ
る
が
、
慎
重
な
調
査
・
研
究
姿
勢
が
求
め
ら
れ

て
い
る
。
今
後
の
発
掘
調
査
で
も
よ
り
明
確
な
貞
観
津
波
堆
積
物
が
検
出
さ
れ
る
こ
と
を
期
待
し
た
い
。

（
2
）
　
方
格
地
割
外
の
北
側
河
川
敷

　
方
格
地
割
外
北
側
の
砂
押
川
河
川
敷
に
お
い
て
、
墓
一
〇
一
基
（
木
棺
墓
二
一
基
、
土
城
墓
七
二
基
、
横
位
合
口
土
師
器
甕
棺
墓
八
割
）
以
上
か
ら

な
る
集
団
墓
地
が
九
世
紀
後
半
頃
に
出
現
し
（
第
2
・
3
図
）
、
一
〇
世
紀
前
葉
以
前
に
な
く
な
っ
て
い
る
。
被
葬
者
は
古
代
地
方
都
市
で
あ
っ
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た
国
府
多
賀
城
の
都
市
住
民
な
ど
と
み
ら
れ
る
。
貞
観
一
一
年
（
入
六
九
）
陸
奥
国
巨
大
地
震
後
、
同
年
一
〇
月
＝
二
日
清
和
天
皇
詔
（
国
本

三
代
実
録
輪
貞
観
十
一
年
十
月
十
三
日
丁
酉
条
）
で
「
既
に
死
に
し
者
は
衝
く
牧
殖
を
加
へ
」
る
よ
う
命
じ
て
い
る
。
こ
の
詔
に
よ
る
死
者
の
埋
葬

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑮

命
令
が
集
団
墓
地
の
出
現
契
機
の
一
つ
と
な
っ
た
可
能
性
が
高
い
。

34　（34）

①
柳
澤
和
明
「
長
岡
京
期
の
多
賀
城
－
桓
武
朝
の
東
北
遠
征
－
偏
『
考
古
学

　
ジ
ャ
ー
ナ
ル
㎞
第
三
九
九
号
、
二
五
～
工
九
頁
、
一
九
九
六
年
。
柳
澤
和
明
「
国

　
府
多
賀
城
の
祭
観
」
『
東
北
歴
史
博
物
館
研
究
紀
要
嚇
一
二
、
二
九
～
五
四
頁
、

　
二
〇
一
一
年
。

②
千
葉
孝
弥
「
多
賀
城
跡
城
外
の
道
路
と
方
格
地
割
」
『
古
代
文
化
臨
第
四
七
巻

　
第
鰻
号
、
四
五
～
五
腿
頁
、
　
九
九
五
年
。
千
葉
孝
弥
「
桓
面
面
期
の
多
賀
城
」

　
国
立
歴
史
民
俗
博
物
館
編
『
桓
武
と
激
動
の
長
岡
京
時
代
臨
、
九
五
～
九
六
頁
、

　
山
川
出
版
社
、
二
〇
〇
九
年
。
宮
城
県
教
育
委
員
会
「
第
H
章
遺
構
1
．
道

　
路
と
方
格
地
罰
」
（
隅
山
王
遺
跡
W
一
多
賀
藩
地
区
考
察
編
i
幅
、
宮
城
県
文

　
化
旧
財
調
査
胡
諏
臨
口
輪
避
溢
一
七
一
礁
小
、
　
一
〇
〇
～
｝
一
一
百
ハ
、
　
一
九
九
六
編
牛
。
齎
阿
野
静
方

　
宏
・
菅
原
弘
樹
「
第
六
章
　
奈
良
・
平
安
時
代
　
第
五
節
　
古
代
都
市
多
賀
城
」

　
『
多
賀
城
市
史
　
第
1
巻
　
原
始
・
古
代
・
申
世
隔
、
三
三
五
～
三
六
七
頁
、
一

　
九
九
七
年
。
平
川
南
「
古
代
地
方
都
市
論
　
多
賀
城
と
そ
の
周
辺
」
乱
立
立
歴
史

　
民
俗
博
物
館
研
究
報
告
嚇
七
八
、
一
～
二
九
貰
、
一
九
九
九
年
。
武
田
健
市
「
多

　
賀
城
廃
寺
と
多
賀
城
南
面
の
様
子
」
『
第
三
六
回
古
代
城
柵
官
傭
遺
跡
検
討
会
資

　
料
集
㎞
、
＝
五
～
一
三
四
頁
、
二
〇
　
○
年
。
鈴
木
孝
行
「
多
賀
城
方
格
地
割

　
の
調
査
」
『
考
古
学
ジ
ャ
ー
ナ
ル
函
第
六
〇
四
号
、
一
四
～
　
八
頁
、
二
〇
一
〇

　
年
。
進
藤
叢
誌
『
古
代
東
北
統
治
の
拠
点
多
賀
城
㎏
、
薪
泉
社
、
シ
リ
…
ズ

　
「
遺
跡
を
学
ぶ
」
六
六
、
二
〇
～
○
年
。

③
柳
澤
和
明
門
多
賀
城
の
墓
制
一
集
団
墓
地
と
単
独
墓
一
」
『
考
古
学
研
究
』

　
第
五
八
巻
第
四
暑
、
通
巻
二
三
二
号
、
六
七
～
八
六
頁
、
二
〇
一
二
年
。

④
多
賀
城
市
教
育
委
員
会
㎎
市
灘
橋
遣
跡
－
城
南
土
地
区
画
整
理
事
業
に
係
る

　
発
掘
調
査
報
告
磐
且
－
臨
多
賀
城
市
文
化
財
調
査
報
告
書
第
七
〇
集
、
二
〇
〇

　
三
年
。

⑤
宮
城
県
教
育
委
員
会
『
山
王
遺
跡
∬
1
多
賀
前
地
区
遺
構
編
1
㎞
宮
城
県

　
文
化
財
調
査
報
告
書
第
一
六
七
集
、
一
九
九
五
年
。
宮
城
県
教
育
委
員
会
『
山
王

　
遺
跡
W
l
多
賀
前
地
区
考
察
編
1
』
宮
城
県
文
化
財
調
査
報
告
霧
第
一
七
～

　
集
、
　
～
九
九
油
田
年
。

⑥
津
波
堆
積
物
に
は
識
別
が
比
較
的
容
易
な
砂
層
の
他
、
黒
色
泥
質
土
な
ど
が
あ

　
る
。
黒
色
泥
質
土
の
場
合
、
そ
れ
以
離
の
自
然
堆
積
土
と
の
識
別
が
困
難
な
状
況

　
が
想
定
さ
れ
る
。
こ
の
こ
と
や
豪
華
地
割
が
貞
観
地
震
後
も
使
い
続
け
ら
れ
た
こ

　
と
が
方
格
地
割
内
で
津
波
堆
積
物
の
実
態
が
不
明
確
で
あ
る
～
因
な
の
か
も
し
れ

　
な
い
。

⑦
斎
野
裕
彦
讐
仙
台
平
野
の
津
波
痕
跡
－
沓
形
遺
跡
・
沼
向
遺
跡
1
」
噸
日

　
本
文
化
財
科
学
会
講
演
会
　
歴
史
遺
産
か
ら
単
ぶ
防
災
情
報
脚
資
料
、
二
〇
一
二

　
年
。
斎
野
裕
彦
「
仙
台
平
野
中
北
部
に
お
け
る
弥
生
時
代
・
平
安
時
代
の
津
波
痕

　
跡
と
集
落
動
態
」
噸
平
成
一
九
年
度
～
平
成
二
三
年
度
文
部
科
学
省
私
立
大
学
学

　
術
高
度
化
推
進
事
業
「
オ
ー
プ
ン
・
リ
サ
ー
チ
・
セ
ン
タ
ー
整
備
事
業
」
來
北
地

　
方
に
お
け
る
環
境
・
生
業
・
技
術
に
関
す
る
歴
史
動
態
的
総
合
研
究
　
研
究
成
果

　
報
告
書
－
瞳
、
二
二
五
～
二
五
七
頁
、
東
北
芸
術
工
科
大
学
東
北
文
化
研
究
セ
ン

　
タ
ー
、
二
〇
一
二
年
。

⑧
前
掲
は
じ
め
に
註
③
・
④
。

⑨
前
掲
註
⑤
。

⑩
前
掲
註
⑤
。



発掘調査より知られる貞観一一年（八六九）陸奥国巨大地震・津波の被害とその復興（柳澤）

⑪
　
多
賀
城
市
教
育
委
員
会
魍
市
川
橋
遺
跡
－
城
南
土
地
区
画
整
理
事
業
に
係
る

　
発
掘
調
査
報
告
書
皿
一
撫
多
賀
城
市
埋
蔵
文
化
財
調
査
報
告
書
第
七
五
集
、
二

　
〇
〇
四
年
。
多
賀
城
市
教
育
委
員
会
「
皿
市
川
橋
懸
跡
第
三
五
次
調
査
偏
『
市
川

　
橋
遺
跡
一
第
三
四
・
三
五
・
三
七
∴
一
天
次
調
査
報
告
書
一
』
多
賀
城
市
埋

　
蔵
文
化
財
調
査
報
告
書
第
七
四
集
、
二
〇
〇
四
年
。

⑫
　
菅
原
大
助
・
箕
浦
幸
治
・
今
村
文
彦
「
西
暦
八
六
九
年
貞
観
津
波
に
よ
る
堆
積

　
物
に
関
す
る
現
地
調
査
」
欄
月
刊
海
洋
号
外
』
漁
二
八
、
総
特
集
門
津
波
研
究
の

　
最
前
線
一
過
去
の
津
波
の
事
例
研
究
i
」
、
一
一
〇
～
一
一
一
頁
、
二
〇
〇

　
二
年
。
な
お
、
④
・
⑪
の
執
簗
者
の
～
人
、
千
葉
孝
弥
氏
の
御
教
示
に
よ
れ
ば
、

　
報
告
書
刊
行
当
時
、
こ
の
論
文
の
存
在
を
知
ら
ず
、
報
告
書
に
語
論
し
て
い
な
い

　
と
の
こ
と
で
あ
る
。

⑬
箕
浦
幸
治
「
津
波
の
水
理
堆
積
学
的
考
察
」
『
科
学
葱
第
入
｝
巻
第
一
〇
号
、

　
二
〇
一
一
年
一
〇
月
号
「
特
集
　
東
北
地
方
太
平
洋
沖
地
震
の
科
学
扁
、
～
〇
七

　
七
～
【
○
入
三
頁
、
岩
波
書
店
Q

⑭
護
8
鶏
堤
内
』
巳
羅
ζ
声
ω
」
ゆ
漫
．
↓
話
8
ω
。
P
ω
§
餌
壷
冥
Φ
。
・
Φ
「
く
民
ぎ

　
写
8
圏
み
罷
巴
冨
2
。
。
艮
コ
の
彗
α
ヨ
震
路
α
8
0
ω
陶
け
”
ω
o
ヨ
①
Φ
×
p
ヨ
豆
Φ
ω
マ
。
ヨ

　
コ
。
肺
門
臨
け
］
巷
毬
．
．
鳶
ミ
謡
ミ
旦
Q
s
N
§
｝
O
㊤
驚
）
噂
直
ゆ
0
㎝
幽
Q
◎
刈
■

⑮
前
掲
註
③
。

第
五
章
　
発
掘
調
査
よ
り
知
ら
れ
る
多
賀
城
廃
寺
跡
の
被
害
・
復
興
状
況

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
①

　
多
賀
城
廃
寺
跡
は
観
世
音
寺
式
伽
藍
配
置
の
多
賀
城
附
属
寺
院
（
第
7
図
）
で
、
多
賀
城
創
建
と
同
時
に
造
営
さ
れ
た
。
城
外
出
土
の
「
観

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
②

音
寺
」
墨
書
土
師
器
圷
よ
り
観
世
音
寺
が
正
式
名
で
あ
る
と
推
定
さ
れ
て
い
る
。
多
賀
城
政
庁
第
∬
・
毬
投
の
瓦
は
少
な
く
、
ほ
と
ん
ど
が
政

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
③

庁
第
－
期
の
瓦
で
占
め
ら
れ
て
い
る
。
そ
の
中
で
政
庁
第
W
期
の
瓦
が
六
％
余
り
出
土
し
て
い
る
こ
と
に
注
目
さ
れ
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
多

賀
城
廃
寺
が
多
賀
城
創
建
期
に
同
時
に
造
営
さ
れ
、
改
修
さ
れ
ず
に
存
続
し
て
い
た
が
、
貞
観
＝
年
（
八
六
九
）
陸
奥
国
阪
大
地
震
で
被
害

を
受
け
、
国
府
多
賀
城
と
同
時
期
に
復
興
さ
れ
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
④

　
多
賀
城
廃
寺
跡
の
乾
季
変
遷
は
岡
田
茂
弘
氏
が
詳
細
に
再
検
討
さ
れ
、
五
時
期
に
変
遷
し
た
と
す
る
見
解
を
発
表
さ
れ
て
い
る
。
岡
田
説
で

は
天
平
宝
字
年
間
に
三
重
塔
、
金
堂
、
講
堂
が
第
　
次
補
修
を
受
け
、
貞
観
＝
年
（
八
六
九
）
陸
奥
国
巨
大
地
震
後
に
は
こ
れ
ら
が
改
修
さ

れ
て
い
な
い
と
み
て
い
る
（
表
3
）
。
第
一
次
補
修
は
金
堂
、
講
堂
で
は
創
建
期
の
凝
灰
岩
切
石
壇
上
積
基
壇
を
撤
去
し
、
安
山
岩
河
原
石
基

壇
化
粧
と
し
、
三
重
塔
も
単
層
基
壇
を
重
層
基
壇
に
作
り
直
す
（
第
8
図
、
写
真
）
と
い
う
大
改
修
で
あ
る
。
し
か
し
岡
田
説
に
よ
れ
ば
、
政

庁
第
■
期
に
相
当
す
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
政
庁
第
二
期
の
瓦
が
極
め
て
少
な
い
こ
と
、
講
堂
の
第
一
次
補
修
よ
り
貞
観
地
震
後
に
一
般
化
す

35 （35）



表3　多賀城廃寺跡の変遷（岡田茂弘氏説） 冊田茂弘2004「多賀城廃寺跡の再検討」陳北歴史博物館研究紀要15　pp．1～16

　　　堂字等

竝¥期
三重塔 金堂 講堂 経楼 鐘楼 繕坊（大房） 小子坊 西倉 東倉

画方

囎ｨ
南茜

囎ｨ
宇門 築地塀

1期（創建期）＝多賀城政庁

謔P期〔神亀
ｳ年（724）～天

ｽ宝字6年

各面3問1戸の礎石建物。土
d（30×30X高1m）十凝灰岩
ﾘ石壇上積基壇（地覆石O．2

香{羽冒石1．16m＝高し36m
j。各面中央に羽翼石を欠く

礎石建物（3×2間
ﾌ身舎＋四面痛）。

ﾃ灰岩切石壇上
ﾏ基壇。

礎石建物（6×2間
ﾌ身舎＋濾面廟）。

ﾃ灰岩製壇上積基
d。

掘立柱建物
ﾕ（身舎11×

S問÷南北両
ｧ）

掘立柱建
ｨ跡（10×
Q間）

ｦ4時期の
ﾏ遷。A建

礎石式八脚
蛛i3×2間）。

ﾃ灰岩切石
賴d。

規定幅1．8m
i6尺）。

�戟F掘立式。

（762）｝ ことから、石階（階段）が想定 物。

されている。

H期（第1次改 ｛第1次補修】 【第1次補修】礎石 【第1次補修1籔上 盛土→礎石 掘立柱建 礎石式八脚 規定編L8m
修）＝多賀城 魯｝建当初の凝灰岩切石壇上 建物（3×2間の身 積基壌、西側築地 建物（身舎11 物跡（1GX F弓（3×2問）。 （6尺〉。

政庁第II期の 基点の外側にこれを覆うように 含＋四面痛）。壊上 塀を撤去。黄褐色 x4間＋南北 2聞）の建 安山岩河原 寄柱＝礎石式

造営時（天平宝 高さ80c田の積土→安山岩河 積基壇を撤去し、 土（糸切底土師器 両圃。 替。B建物。 石基壊。 に改修。

字年聞）以降 原石で犬走りを設け、さらに外 安山岩河原石基壇 二士）を積み、安山

※政庁第H期 側に凝灰岩・瓦片を敷き暗め 化粧。 岩河原石で基壇化 大虜と講堂を

に安山岩河原 た雨落を付け足す。基壇外側 號。基竣捕北岡｛則 結ぶ功勲3．7

石が多用され の改修のみで、塔自体は建て に階段遺存。基壊 mの軒廊（礎
ることから類推。 直していない。 北辺・哲辺に福1m 石式）需馬道

の瓦敷が巡る。 の取り付け。

早期＝貞観11 3×2鐸舞。 遺構 掘立柱建 礎石建 礎石建
年（869）大地震 遺存状 残存 礎石式大房 物跡（10x 物（3× 物（3×

以降 況悪い。

P時期か。

しな

｢。

に伴う雨落

aに親日2時
2問）の建

ﾖ。C建物。

3間）。

P時期
ﾅ建て

3聞）。

P時期
ﾅ建て

n7期（第2次補

C＞9世紀末
i10世紀初め）～10世紀前半

ﾈ降、塔・金堂

【第2次補修】
謔P次補修の．とに10～20c瞬の粘土を貼り、創建基壇羽目

ﾎ外側に凝灰岩切石を並べ
ｽ拡張基壇。第2次補修土に
ｭ庁第W期の瓦を含む。基壇

【第2次補修】

賴dの東弼の瓦敷
ﾌ上に10～20c環
ﾌ粘土を貼り、部

ｪ的に改修。第2

火災で焼失。瓦無

繧ﾉ焼け落ちた瓦
ﾉは政庁第W期ま
ﾅの瓦が含まれる。→火災は政庁第IV

経楼
謔阡

ｽ紙
ｵて
?定。

期。→礎石式

蝟[に新旧2
汪冾ｪある。

掘立柱建

ｨ跡α0×
Q問）の建

ﾖ。D建物。

替えな
ｵ。

替えな
ｵ。

土貌を

烽ﾂ礎
ﾎ建物
i3×2
閧ﾌ身
ﾉ牽四

一辺
X．3m程

ﾌ正形
賴d上
ﾌ総柱
b石建

焼失。 外側の改修のみで、塔自体は 次補修粘±層上よ 期の始まりである 面廟）。 物（3×

建て直していない。初層に裳 り政庁第W期の瓦 869年以降。 3聞）＝
階を回したと推定。

ｦ第2次補修土の上に焼土1
出土。 10世紀

續ｼ以
じり瓦層（塔の火災）。火災の 降の隣
時期は猿投産折戸53号一窯式 弥陀堂
の灰融陶器段皿・椀より新し と推定。

いことから、10世紀前半以降。

V期（塔・講堂 金堂廃絶後、基墳 講堂焼失後に、基 ？ ？ ？ ？ ？ ？

焼失後の終末 上に小規模な礎石 壇中央北寄りに講
期） 建物（2×2腿の小 堂よりも規模の小さ

堂）。 な第2次礎石建物
（3x2問の身舎＋
四面廟）。

※潤田茂弘説による多賀城廃尋跡の遺構期設定と変遜を棚澤が整理したもの。岡田茂弘氏はこうした表は提示していない。
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表4　多賀城廃寺跡の変遷（私見）

　　　堂宇等

竝¥期
三震塔 金堂 講堂 経楼 鐘楼 繕坊（大房） 小子房 西倉 東倉

西方

囎ｨ
南西

囎ｨ
中門 築地塀

1期（創建期）＝多賀城政庁

謔P期〔神亀
ｳ年（724）～天

各面3問1戸の礎石建物。土
d（30×30X高1m）＋凝灰岩
ﾘ石壊上積基壇（地覆石0．2
注件¥薯葺｝目石L互6rn＝高1．36m

礎石建物（3×2間
ﾌ身舎÷四面廟）。

ﾃ灰岩切石壌上
ﾏ基壇。

礎石建物（6×2間
ﾌ身舎＋四面痛）。

ﾃ灰岩製壌上積基
d。

掘立柱建物

ﾕ（身愈Ux
S間＋南北両
_）

掘立柱建
ｨ理（10×
Q問）＝

ｬ子房A

礎石式八脚
蛛i3×2間）。

ﾃ灰岩切石
﨣ｭ。

規定幅L8m
i6尺）。

�戟′@立式。

平宝字6年 〉。各面中央に羽目石を欠く

（762）〕 ことから、石階（階段）が想定

されている。

H期需貞観11 【第1次補修】 【第ユ次補修】礎石 ｛第1次補修】壇上 3×2問。 遺構 大坊と講堂を 掘立柱建 礎石建 礎石建 土壇を 一辺 礎石式八脚 規定福1．8m
年（869）大地震

ﾈ降
翻建当初の凝灰岩切石計上
魵ﾖの外側にこれを覆うように

bｳ80cmの積土→安山岩河
ｴ石で犬走りを設け、さらに外

建物（3x2問の身
ﾉ÷四面晦）。塊上

ﾏ基壇を徹重し、

ﾀ山岩河原省基壇

積基境、西測築地

ｻを撤去。黄褐色
jヒ（糸切底土師器

o土）を積み、安山

遺存状
ｵ悪い。
P時期か。

残存
ｵな
｢。

o楼

結ぶ大房と講

ｰを結ぶ幅
�R．7mの軽

L（礎石式）

物跡αOx
Q問）鷹

ｬ子房B

物（3×
R間）。

P時期
ﾅ建て
ﾖえな

物（3×
R問）。

P時期
ﾅ建て
ﾖえな

もつ礎

ﾎ建物
i3×2
ﾔの身
ﾉ＋四

9，3田程

ﾌ正形
﨣ｭ上
ﾌ総柱
b石建

門（3×2問）。

ﾀ山岩河原
ﾎ基壇。

（6尺〉。

�戟F礎石式
ﾉ改修。

側に凝灰岩・瓦片を敷き詰め 化粧。 岩河原石で基鹸化 より 篇馬道の取り し。 し。 面癩）。 物（3×

た雨落を付け足す。亜属外側 粧。基壇南北両側 反絵 付け。礎石式 3問）

の改修のみで、塔自体は建て に階段遺存。基壌 して 大房に伴う雨
直していない。 北辺・西辺に幅1m 推定。 落溝A。盛土

の瓦敷が巡る。 →礎石建物
（身舎11x4
問＋南北両
廟）。

皿期（第2次補 ｛第2次補修】 【第2次補修】 火災で焼失、瓦敷 掘立柱建
修）9世紀宋 第1次補修の上に10～20cm 基壇の東面の瓦敷 上に焼け落ちた瓦 物跡（10×

α0世紀初め） の粘土を貼り、創建基壇羽目 の上に10～20c醗 には政庁第W期ま 2問）＝

～10世紀前半 石外側に凝灰岩切石を並べ の粘土を貼り、部 での瓦が含まれる。 小子房C
以降、塔・金堂 た拡張基壇。第2次補修土に 分的に改修。第2 →火災は政庁第W
焼失。 政庁第IV期の瓦を含む。基壇 次補修粘土層上よ 期の始まりである

外側の改修のみで、塔自体は り政庁第IV期の瓦 869年以降。
建て直していない。初着に裳 出土。
階を嬉したと推定。

※第2次補修土の上に焼土｝．

じり織子（塔の火災）。火災の

時期は猿投産折戸53号壁式
の灰墨陶器段皿レ境より新し

いことから、10世紀前半以降。

IV期（塔・講堂 金堂廃絶後、基壌 講堂焼失後に、基 9 掘立柱建 ？ ？ ？ ？

焼失後の終宋 上に小規模な礎石 壇中央北寄りに講 物跡（10×
期） 建物（2×2聞の小 堂よりも規模の小さ 2二三）＝

賞）。 な第2次礎石建物 　　一ｬ子房D
（3×2問の身舎＋
四面廟）。

（
ト
。
っ
）

卜
◎
っ



　　圃
　西方建物

　　

b
醒

　
　
　
　
　
楼

伽
藍
中
軸
二
十

小子房

継
継大房
　　　　聰東倉講堂
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第7図　多賀城廃寺跡伽藍配置図

写真1　調査前の多賀城廃寺三重塔跡

創
建

塔
基
壇

羽目石は
約6。外傾

石敷

第1次改修：安山岩犬走り

石　石r

第2次補修
（黄色粘土層）

期一
の
凝
灰
岩
羽
目
石

馨

石

N

門

島

0／4
尺
m 　　　　s　i

創建期地表面

石石石

石石

第8図　多賀城廃寺跡三重塔跡基壇断面図

写真2　多賀城廃寺三重塔跡

　　　　基壇断ち割り状況

出典：第7図

　　第8図
　　第9図
　　写真1

　　写真2

第五章註①図面2より作成

第五章註①第4図より作成

第六章註①実測図第一より作成

第五章註①図版9－1より転載

第五章註①図版12－1より転載

，
1僧坊西渤

一一

翌
埼r，経楼m
　　t一’一：

僧坊南西建物

　　僧坊

〔習
講堂　田鐘楼

一纏
　　　　中門

僧坊東建物

臼
　灘北顎口

磯重塔

塔廻廊講

　塔南瓦溜

築地塀

東門

築地塀

　　　　　　　南大門　。縮尺1／16200

　　　　　　　　　　　　　tu
　第9図　陸奥国分寺跡の伽藍配置
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発掘調査より知られる貞観一一年（八六九）陸奥国巨大地震・津波の被害とその復興（梛澤）

る
糸
切
底
の
土
師
器
が
出
土
し
て
い
る
こ
と
、
貞
観
～
一
年
（
八
六
九
）
陸
奥
国
巨
大
地
震
後
に
相
当
量
の
政
庁
第
W
期
瓦
で
補
修
さ
れ
て
い

る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
三
重
塔
、
金
堂
、
講
堂
が
補
修
さ
れ
て
い
な
い
と
み
て
い
る
こ
と
な
ど
、
疑
問
点
が
多
い
。
多
賀
城
廃
寺
の
個
々
の
堂

宇
の
変
遷
に
つ
い
て
は
基
本
的
に
は
岡
田
説
で
よ
い
と
考
え
る
が
、
全
体
の
遺
構
期
の
設
定
と
時
期
の
比
定
に
つ
い
て
は
岡
田
説
を
も
と
に
さ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑤

ら
に
再
検
討
す
る
必
要
が
あ
る
。
私
見
で
は
こ
の
第
一
次
補
修
を
貞
観
地
震
後
の
復
興
期
と
考
え
、
四
時
期
の
変
遷
と
み
て
い
る
（
表
4
）
。

①
　
宮
城
県
教
育
委
員
会
・
多
賀
城
町
（
伊
東
信
雄
編
）
噸
多
賀
城
跡
調
査
報
告
I

　
l
多
賀
城
廃
寺
跡
一
幽
、
一
九
七
〇
年
。

②
多
賀
城
政
庁
第
E
期
の
瓦
は
、
藤
原
朝
猟
に
よ
る
多
賀
城
の
大
改
修
ハ
天
平
宝

　
字
六
年
（
七
六
二
）
完
了
、
多
賀
城
碑
で
顕
彰
〕
に
用
い
ら
れ
た
。
多
賀
城
廃
寺

　
か
ら
多
賀
城
政
庁
第
∬
期
の
瓦
が
き
わ
め
て
わ
ず
か
し
か
出
土
し
て
い
な
い
こ
と

　
は
、
多
賀
城
と
同
時
期
に
創
建
さ
れ
な
が
ら
も
、
多
賀
城
政
庁
第
H
期
に
は
改
修

　
さ
れ
な
か
っ
た
こ
と
を
意
味
す
る
。
ま
た
、
多
賀
城
政
庁
第
通
期
の
瓦
が
ほ
と
ん

　
ど
出
土
し
て
い
な
い
こ
と
は
、
多
賀
城
廃
寺
が
宝
亀
＝
年
（
七
八
○
）
伊
治
公

　
砦
麻
呂
の
乱
に
際
し
て
放
火
さ
れ
て
い
な
い
か
ら
で
あ
る
。
ま
た
、
多
賀
城
政
庁

　
第
皿
期
所
用
瓦
は
陸
奥
国
分
寺
跡
・
国
分
叢
誌
跡
か
ら
は
出
土
し
て
な
い
。
こ
の

　
こ
と
は
、
多
賀
城
政
庁
第
頂
期
の
瓦
が
伊
治
公
砦
麻
呂
の
乱
か
ら
の
多
賀
城
復
興

　
瓦
で
あ
る
こ
と
を
如
実
に
示
す
。

③
宮
城
県
多
賀
城
跡
調
査
研
究
所
㎎
多
賀
城
跡
政
庁
跡
本
文
編
』
、
一
九
八

　
二
年
。

④
岡
田
茂
弘
門
多
賀
城
廃
寺
跡
の
再
検
討
」
魍
東
北
歴
史
博
物
館
研
究
紀
要
㎞
五
、

　
一
～
一
山
ハ
頁
、
　
二
〇
〇
囮
［
年
。

⑤
柳
澤
和
明
「
貞
観
＝
年
陸
奥
国
大
地
震
・
津
波
と
陸
奥
国
府
多
賀
城
の
復

　
興
」
魍
二
〇
＝
年
度
東
北
史
学
会
大
会
輪
、
一
δ
＝
年
。
特
に
三
重
塔
跡
基
壇

　
の
断
ち
留
り
調
査
の
成
果
が
注
罠
さ
れ
る
（
第
8
図
、
写
真
1
・
2
）
。
創
建
期

　
基
壇
は
高
さ
7
四
メ
ー
ト
ル
。
凝
灰
岩
製
羽
目
石
が
六
度
外
与
し
、
貞
観
地
震

　
で
被
災
し
た
可
能
性
が
高
い
。
第
一
次
補
修
で
は
、
創
建
期
基
壇
の
外
側
に
約
一

　
メ
ー
ト
ル
盛
土
し
て
重
層
基
壇
が
造
成
さ
れ
て
い
る
。
三
重
塔
の
転
倒
を
防
ぐ
た

　
め
の
措
置
と
み
て
よ
い
だ
ろ
う
。

第
六
章
　
発
掘
調
査
よ
り
知
ら
れ
る
陸
奥
国
分
寺
跡
・
国
分
尼
寺
跡
の
被
害
・
復
興
状
況

　
陸
奥
国
分
寺
（
第
9
図
）
・
国
分
尼
寺
は
、
多
賀
城
政
庁
第
－
期
〔
神
亀
元
年
（
七
二
四
）
～
天
平
宝
字
六
年
（
七
六
二
）
〕
の
存
続
期
間
の
後
半
頃

に
建
立
さ
れ
た
。
創
建
瓦
は
、
多
賀
城
政
庁
第
∬
期
〔
天
平
宝
字
六
年
（
七
六
二
）
～
宝
亀
＝
年
（
七
八
○
）
〕
に
用
い
ら
れ
た
軒
丸
瓦
・
軒
平
瓦

に
そ
の
系
譜
が
引
き
継
が
れ
た
も
の
も
含
ま
れ
る
が
、
多
賀
城
跡
か
ら
出
土
し
な
い
瓦
も
含
ま
れ
て
い
る
。
国
府
多
賀
城
の
主
導
を
受
け
な
が

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
①

ら
も
、
陸
奥
国
内
の
郡
司
の
協
力
の
も
と
で
建
立
さ
れ
た
と
み
ら
れ
て
い
る
。
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陸
奥
国
分
寺
・
国
分
尼
寺
が
貞
観
一
　
年
（
八
六
九
）
の
陸
奥
国
巨
大
地
震
で
被
害
を
受
け
た
と
い
う
記
録
は
残
さ
れ
て
い
な
い
が
、
発
掘

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
②

調
査
の
結
果
、
出
土
し
た
瓦
の
半
数
近
く
が
多
賀
城
政
庁
第
W
期
の
も
の
で
あ
る
こ
と
が
判
明
し
て
い
る
。
発
掘
調
査
所
見
か
ら
は
貞
観
地
震

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
③

後
の
復
興
状
況
は
わ
か
り
に
く
い
が
、
大
規
模
に
瓦
を
葺
き
替
え
た
と
み
ら
れ
、
大
規
模
な
改
修
が
行
わ
れ
た
可
能
性
も
あ
る
。

　
貞
観
地
震
後
の
陸
奥
国
分
寺
跡
・
国
分
尼
寺
跡
復
興
瓦
を
み
る
と
、
多
賀
城
政
庁
第
W
期
の
軒
丸
瓦
・
軒
平
瓦
と
類
似
す
る
も
の
の
、
多
賀

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
④

城
跡
、
多
賀
城
廃
寺
跡
か
ら
は
出
土
し
な
い
軒
丸
瓦
・
軒
平
瓦
な
ど
も
多
く
含
ま
れ
て
い
る
。
こ
の
こ
と
は
、
陸
奥
国
分
寺
・
国
分
尼
寺
の
復

興
が
多
賀
城
、
多
賀
城
廃
寺
の
復
興
と
は
や
や
異
な
っ
た
方
式
で
行
わ
れ
た
こ
と
を
意
味
す
る
。
国
分
寺
・
国
分
尼
寺
の
創
建
期
と
同
様
に
、

陸
奥
国
府
多
賀
城
の
指
導
を
得
な
が
ら
、
陸
奥
国
内
の
郡
司
の
協
力
の
も
と
に
、
陸
奥
国
分
寺
・
国
分
尼
寺
の
復
興
が
大
規
模
に
な
さ
れ
た
と

推
定
さ
れ
る
。

①
宮
城
県
教
育
委
員
会
（
伊
東
信
雄
編
）
『
薩
奥
国
分
寺
跡
発
掘
調
査
報
告
書
』
、

　
一
九
六
｝
年
。

②
前
掲
註
①
七
四
頁
の
第
マ
ニ
表
。
前
掲
第
三
章
註
④
二
三
八
Σ
雲
一
九
頁
の

　
表
四
〇
・
四
一
。
な
お
、
工
藤
雅
樹
氏
は
、
宝
相
華
文
鐙
瓦
・
連
珠
文
宇
瓦
の
組

　
み
合
わ
せ
が
多
く
占
め
る
こ
と
か
ら
、
創
建
後
日
規
模
に
改
修
さ
れ
ず
に
老
朽
化

　
が
進
ん
で
い
た
陸
奥
国
分
寺
の
方
が
多
賀
城
跡
よ
り
も
貞
観
地
震
の
被
害
が
甚
大

　
で
あ
っ
た
と
論
じ
て
い
る
（
前
掲
第
三
章
註
⑦
工
藤
論
文
）
。

③
陸
奥
国
分
寺
跡
の
金
堂
跡
、
講
堂
跡
、
七
重
塔
跡
の
基
壇
は
、
凝
灰
岩
製
切
石

　
を
羽
目
石
状
に
基
壇
周
囲
に
立
て
並
べ
、
そ
の
裾
に
地
覆
石
を
遣
い
た
も
の
で
あ

　
る
。
多
賀
城
廃
寺
跡
の
金
堂
跡
、
講
堂
跡
、
三
重
塔
跡
の
創
建
期
基
壇
と
構
造
は

　
同
様
で
あ
る
。
多
賀
城
廃
寺
跡
で
は
貞
観
地
震
後
に
奉
壇
を
重
嚴
に
改
修
し
て
い

　
る
の
に
対
し
、
陸
奥
国
分
寺
跡
で
は
基
壇
の
改
修
は
行
わ
れ
て
い
な
い
よ
う
で
あ

　
る
。
金
堂
跡
基
壇
東
側
に
は
灰
白
色
火
山
灰
直
下
に
厚
さ
＝
一
霞
ン
チ
メ
…
ト
ル

　
前
後
の
瓦
包
含
暦
が
確
認
さ
れ
、
そ
の
下
位
に
砂
粒
混
じ
り
間
層
、
黄
褐
色
粘
土

　
積
土
、
旧
表
土
が
あ
る
。
貞
観
地
震
で
被
災
し
た
瓦
を
突
き
込
ん
で
整
地
し
た
可

　
能
性
も
あ
る
の
か
も
し
れ
な
い
が
、
出
土
瓦
の
種
類
の
記
載
や
断
面
図
が
掲
載
さ

　
れ
て
い
な
い
た
め
、
詳
細
は
不
明
で
あ
る
。

　
　
ま
た
、
陸
奥
国
分
寺
跡
の
七
重
塔
跡
は
、
承
平
四
年
（
九
三
四
）
に
落
雷
に
よ

　
っ
て
焼
失
し
た
が
（
（
『
日
本
紀
略
』
同
年
閏
正
月
一
五
日
条
「
陸
奥
国
分
寺
七
重

　
塔
為
＝
雷
火
｝
被
レ
写
真
」
）
、
発
掘
調
査
で
も
一
〇
世
紀
前
葉
頃
に
降
灰
し
た
灰
白

　
色
火
山
灰
（
十
和
田
a
火
山
灰
）
の
上
に
焼
土
贋
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
七
重
塔
の

　
焼
失
が
確
認
さ
れ
て
い
る
。
塔
廻
廊
跡
の
発
掘
調
査
で
は
、
根
石
の
上
に
火
山
灰

　
が
堆
積
し
、
降
灰
以
前
に
廻
廊
が
解
体
さ
れ
て
礎
石
ま
で
撤
去
さ
れ
て
い
た
こ
と

　
が
明
ら
か
と
な
っ
て
い
る
。
灰
白
色
火
山
灰
の
降
灰
以
前
の
塔
廻
廊
の
撤
去
の
契

　
機
と
し
て
一
番
考
え
や
す
い
の
は
、
貞
観
＝
年
（
八
六
九
）
陸
奥
国
巨
大
地
震

　
で
あ
る
。
塔
廻
廊
は
こ
の
巨
大
地
震
に
よ
っ
て
倒
壊
し
た
可
能
性
が
高
い
。

④
前
掲
第
三
章
註
④
。
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発掘調査より知られる貞観一一年（八六九〉陸奥国巨大地震・津波の被害とその復興（柳澤）

お
　
わ
　
り
　
に

　
貞
観
＝
年
（
八
六
九
）
陸
奥
国
巨
大
地
震
は
、
多
賀
城
の
変
遷
に
お
け
る
第
皿
期
と
第
W
期
の
一
大
画
期
と
な
っ
て
い
る
。
こ
れ
ま
で
の

五
〇
年
を
越
え
た
多
賀
城
跡
の
継
続
的
発
掘
調
査
の
結
果
、
多
賀
城
は
貞
観
地
震
で
大
被
害
を
受
け
た
が
、
城
内
で
は
政
庁
、
外
郭
区
画
施
設
、

実
務
官
衙
、
城
外
で
は
方
曾
爾
捌
を
形
成
す
る
道
路
、
内
部
の
建
物
群
な
ど
が
復
興
を
遂
げ
て
い
る
こ
と
が
明
ら
か
と
な
っ
て
い
る
。
多
賀
城

城
内
に
お
け
る
貞
観
地
震
の
前
後
の
様
子
は
か
な
り
旦
一
体
的
に
わ
か
っ
て
い
る
。
城
外
で
の
復
興
の
様
子
も
か
な
り
わ
か
っ
て
き
た
が
、
貞
観

巨
大
津
波
の
襲
来
が
『
日
本
三
代
実
録
』
貞
観
十
一
年
（
八
六
九
）
五
月
二
十
六
日
癸
未
条
よ
り
推
定
さ
れ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
貞
観
津
波

痕
跡
が
よ
く
わ
か
ら
な
い
の
が
実
情
で
あ
る
。
こ
れ
ま
で
に
刊
行
さ
れ
た
発
掘
調
査
報
告
書
を
検
討
し
て
、
貞
観
津
波
堆
積
物
の
可
能
性
の
あ

る
古
代
砂
押
川
に
近
い
五
箇
所
を
指
摘
し
、
二
〇
一
二
年
度
の
山
王
遺
跡
多
賀
前
地
区
・
八
幡
地
区
発
掘
調
査
で
洪
水
砂
層
が
三
箇
所
検
出
さ

れ
た
こ
と
を
記
し
た
。

　
二
〇
一
二
年
度
よ
り
多
賀
城
跡
城
外
の
山
王
・
市
川
橋
遺
跡
で
、
復
興
関
連
事
業
に
先
立
つ
大
規
模
発
掘
調
査
が
進
め
ら
れ
て
い
る
。
筆
者

も
こ
の
復
興
調
査
に
通
年
出
張
し
従
事
し
て
い
る
。
よ
り
明
確
な
形
で
貞
観
津
波
堆
積
物
の
存
在
が
明
ら
か
に
な
る
よ
う
、
目
的
意
識
を
も
っ

て
こ
の
発
掘
調
査
に
尽
力
す
る
と
と
も
に
、
多
賀
城
市
教
育
委
員
会
に
よ
る
今
後
の
発
掘
調
査
に
も
期
待
し
た
い
。

　
二
〇
一
一
年
三
月
一
～
日
の
東
日
本
大
震
災
の
発
生
を
教
訓
に
、
貞
観
地
震
・
津
波
の
研
究
が
各
分
野
で
本
格
化
し
て
き
た
。
貞
観
地
震
の

規
模
も
M
八
・
三
な
い
し
八
・
四
と
こ
れ
ま
で
推
定
さ
れ
て
き
た
が
、
M
八
・
七
前
後
か
そ
れ
以
上
と
活
断
層
・
地
震
研
究
セ
ン
タ
ー
が
二
〇
一

二
年
一
〇
月
一
四
日
に
報
道
発
表
し
た
。
貞
観
地
震
・
津
波
の
実
態
を
解
明
す
る
た
め
に
は
、
考
古
学
・
古
代
史
・
地
震
学
・
地
形
学
・
津
波

工
学
な
ど
、
関
連
諸
分
野
の
学
際
的
な
共
同
研
究
が
必
要
で
あ
る
。
そ
の
た
め
に
は
、
個
々
の
研
究
領
域
に
お
い
て
、
貞
観
地
震
・
津
波
の
実

態
に
つ
い
て
ま
ず
明
ら
か
に
す
る
必
要
が
あ
る
。
本
稿
は
、
そ
う
し
た
学
際
的
な
共
同
研
究
に
向
け
て
の
準
備
作
業
で
も
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
東
北
歴
史
博
物
館
上
席
主
任
研
究
員
）
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A　Study　on　the　Damage　and　Recovery　from　the　Great　Mutsu

Earthquake　and　Tsunami　of　the　Eleventh　Year　of　the　J6gan　Era

　　　（869），　Based　on　an　Analysis　of　Archaeological　Excavations

by

YANAGISAWA　Kazuaki

　　At　14：　46，　March　11‘h，　2ell，　a　massive　earthquake　of　Mw　（moment

magnitude）　9．0　occurred　along　the　Pacific　coast　from　Sanriku　to　lbarakL　The

2011　Tohoku　Earthquake　has　later　come　to　be　called　the　second　coming　of

the　Great　Mutsu　Earthquake　of　J6gan　l　l　（869）．

　　The　Great　Mutsu　Earthquake　of　J6gan　11　〈869＞，　which　had　an　estimated

magnitude　8．3　to　8．4　and　occurred　along　the　Pacific　coast　from　Sanriku　to

Fukushima，　was　we｝1　known　to　archaeologists，　historians　of　ancient　times，

seismologists，　and　tsunami　researchers　in　Tohoku，　but　was　not　lcnown　by　the

general　public．　lt　is　a　tragedy　that　the　Great　Mutsu　Earthquake　of　J6gan　l　l

（869）　oRly　became　well　known　to　the　public　after　the　2011　Tohoku

Earthquake　disaster　occurred．

　　Through　the　Japanese　history　Nihon　Sandai　Jitsuroku　（The　True　History

of　Three　Reigns　of　Japan），　covering　the　period　from　858　to　887　A．D．　we　can

sum　up　the　characteristics　of　the　Great　Mutsu　Earthquake　of　J6gan　11　（869）

as　the　follows．

　　On　the　26th　day　of　the　5th　month　of　the　11th　year　of　the　J6gan　era　〈July　9，

869　A．D．）　a　massive　earthquake　occurred　ln　Mutsu　Province　（present－day

Fukushima，　Miyagi　and　lwate　Prefectures）．　A　massive　tsuRami　hit　the　town

outside　Tagaj6，　now　aR　archaeological　site．　Tagaj6　was　tke　Mutsu　provincial

capital　and　one　of　the　ancient　provincial　cities　from　the　Nara　period　to　the

Heian　period．

　　The　document　reports　that　about　1，000　people　were　killed　in　the　tsunami

and　that　many　were　killed　by　collapsed　houses　and　landslides．　ERormous

wooden　buildings，　warehouses，　gates，　turrets　and　the　earthen　wall　of　TagajoM

were　destroyed．　Fields，　roads　and　crops　were　damaged　heavily　by　the

massive　tsunami，　and　there　were　innumerable　cracks　in　£he　ground　caused

by　the　massive　earthquake．

（　250　）



　　It　is　trtte　that　Mutsu　Province　（preseRt－day　Fukushirna，　Miyagi　and　lwate

Prefectures）　suffered　most　from　the　earthquake，　but　it　is　assumed　that

neighboring　provinces　such　as　Hitachi　Province　（lbaragi　Prefecture）　were

also　damaged．　As　most　areas　of　Mutsu　Province　were　damaged，　it　can　also

be　assumed　that　the　area　north　of　the　Osaki　and　lshinomaki　p｝ain　where　the

Emishi　people　lived　was　damaged　heavily．

　　Based　on　tke　historical　record　of　the　earthquake　disaster，　the　Great　Mutsu

Earthquake　of　J6gan　11　（869）　must　have　had　a　magnitude　of　more　than　8，　i．e．

above　6　on　the　seven－point　Japanese　sca｝e．

　　The　first　report　on　ehe　earthquake　disaster　from　Tagaj6，　the　provincial

capital　of　Mutsu，　reached　Heianky6　（the　capital　of　Japan　at　the　time）　long

after　the　event；the　report　arrived　sometime　between　the　2nd　day　of　the　7th

month　of　the　11th　year　of　the　J6gan　era　（August　13，　869　AD．），　35　days　after

the　earthquake，　and　the　7th　day　of　the　9th　month　（November　15，　869　A．D．），　98

days　after　the　earthquake．　This　fact　suggests　that　the　damage　of　the

earthquake　in　Mutsu　Province　was　very　extensive．

　　Ninety－eight　days　after　the　earthquake，　the　government　sent　Harue　Kino

as　an　imperial　messenger　to　Mutsu　Province　in　response　to　the　Great　Mutsu

Earthquake　of　」6gaR　11　（869）．　He　was　ranked　Jugoinojo一　Gunior　Fifth　Rank，

Upper　Grade），　and　held　the　post　of　Saemon　Gon　no　suke　（provisional

assistant　captain　of　the　Left　Division　of　Outer　Palace　Guards）．　After　this，　the

govemment　implemented　several　measures　for　the　reconstruction　of　Mutsu

Province．　Those　were　as　follows．

　　　　1）　Emperor　Seiwa　issued　an　imperial　edict　on　the　13th　day　of　the　10th

　　　　month　of　11th　year　of　the　J6gan　era　（November　20，　869　A．　D．）．　lt

　　　　ernbodied　the　fuBdamental　princlple　of　reconstructlon　based　on　Saii－

　　　setsu　（Natural　disaster　and　abnorma｝　phenomenon　theory）　and　stipulated

　　　　specific　measures　for　reconstruction，　such　as　the　dispatching　of　imperial

　　　　messengers，　relieving　the　sufferers　of　the　disaster，　burial　of　the　dead，

　　　　exemption　from　taxes　（so　and　cho）　for　the　earthquake　victims，　and　relief

　　　　of　old　people　with　no　one　to　depend　upon．

　　　　2）　Personnel　for　reconstruction　of　Mutsu　ProviRce：　Harue　Ono，　a

　　　　military　official，　was　appointed，　Mutsu　no　suke　（assistant　governor　of

　　　　Mutsu　Province）．　Soon　after，　he　was　promoted　to　Mutsu　no　Gon　no　kami

　　　　（govemor　of　Mutsu　Province）．

　　　　3）　Prayers　to　gods，　Buddha　and　imperial　mausoleums：

　　　　4）　Dispatch　of　ten　Shiragi　pirates　to　Mutsu　Province：　They　were

　　　ordered　to　teach　people　how　to　make　Shiragi　s£yle　roof　tiles．

（　249　）



　　　　5）　There　had　been　a　succession　of　disasters　during　the　reign　of　Emperor

　　　　Seiwa，　so　Emperor　Seiwa　abdicated　in　876　（the　18eh　year　of　J6gaR），

　　　　passing　kis　title　to　lmperial　Prince　Sadaakira　（Emperor　Y6zei）　in　order

　　　　to　put　an　end　to　the　Rational　disasters　that　had　occurred　one　after

　　　　another．

　　The　Great　Mutsu　Earthquake　of　」6gan　11　（869）　is　one　of　the　most

important　points　in　the　chronological　division　of　the　Tagajd　Fort　Site．　The

date　marks　the　divide　beeween　stage　III　and　stage　IV．　Through　continuai

excavation　and　research　over　50　years，　it　has　beeR　estimated　that　the　Tagaj6

Fort　Site　suffered　great　damage　from　the　Great　Mutsu　Eartkquake　of　J6gan

11　（869）．　But　the　Tagaj6　government　district　aRd　adminisrative　offices　within

the　walls　of　the　castle　were　reconstructed．　ARd　outside　the　walls　of　the

Tagaj6　Fort　Site，　roads　and　buildings　were　also　reconstructed．　Within　the

walls　of　the　Tagajo一　Fort　Site，　the　actual　situatioR　before　and　after　the　Great

Mutsu　Earthquake　of　J6gan　11　（869）　was　thus　known　concretely．

　　On　the　other　hand，　the　picture　of　recons£ruction　outside　the　walls　of　the

Tagaj6　Fort　Site　is　gradually　being　learned．　lt　has　been　assumed　from　the

entries　from　the　Nikon　Sandai　fitsuroku　for　the　26th　day　of　5th　month　of　the

llth　year　of　J6gan　（July　9，　869　AD）　that　tke　massive　tsuRami　of　J6gan　11

（869）　struck　outside　the　walls　of　the　Tagaj6　Fort　Site，　but　actual　traces　of

the　J6gan　Tsunami　were　not　known　clearly．

　　1　reconsidered　excavation　and　research　reports，　and　pointed　out　five

locations　near　the　Ancient　Sunaoshi　River　that　are　possibly　deposits　frorn

the　Great　J6gan　Tsunami．

　　Before　they　undergo　post－disaster　rebuilding，　large－scale　excavations　have

been　underway　since　last　year　on　the　Sann6　Site　and　lchikawabasi　Site　that

are　located　outside　the　walls　of　the　Tagaj6　Fort　Site．　1　have　been　engaged　iR

this　excavation　as　part　of　my　official　duties　since　last　year．　To　get　a　clearer

picture　of　the　deposits　from　the　Great　Tsunami　of　J6gan　l　l　（869），　1　will

coRtinue　to　exert　myself　in　this　excavation　and　anticipate　the　results　of

future　excavation　by　the　Tagaj6　City　Board　of　Education．

　　In　spite　of　the　absence　of　records　in　historica｝　sources，　it　has　become　clear

through　excavations　aRd　research　that　the　abaRdoned　temple　at　Tagaj6

attached　to　the　Tagajo’　Fort　Site，　the　Mutsu　Provincial　Monastery，　and　the

Mutsu　Provincial　Nunnery　suffered　great　damage　in　the　Great　Mutsu

Earthqualce　of　J6gan　11　（869），　and　that　they　were　also　later　reconstructed．

　　We　can　cleariy　know　the　status　of　the　restoration　of　the　SanjEnoto　（three－

storied　pagoda）　of　the　abaRdoned　temple　at　Tagaj6，　and　it　is　highly　likely
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that　the　Nanajunoto　（Seven－storey　pagoda）　of　the　Mutsu　Provincial

Monastery　was　destroyed　by　the　massive　869　U6gan　11）　Mutsu　Earthquake．

　　It　can　be　assumed　that　the　Mutsu　Provincial　Monastery　and　the　Mutsu

Provincial　NuBRery　were　reconstructed　through　the　cooperation　of　rnany

gu2iji　（distrlct　managers）　in　Mutsu　Province，　as　they　had　been　at　the　time　of

their　fouRding．　And　this　manner　differed　from　the　reconstruction　of

structures　at　the　Tagaj6　Fort　Site

　　As　a　result　of　the　Great　East　Japan　Earthqualge，　study　of　the　Great　Mutsu

Earthquake　and　Tsunami　of　J6gan　11　〈869）　began　to　be　fully　advanced　iR

various　fields．　To　discover　the　reality　of　the　Great　Mutsu　Earthquake　and

Tsunami　of　J6gan　11　（869），　interdisciplinary　research　in　a　variety　of　closely

related　fields’archeology，　ancieRt　hlstory，　seismology，　geomorphology　and

tsunami　engineeringrare　needed．　To　perform　this　task，　it　is　necessary　to

discover　the　reality　of　the　Great　Mutsu　Earthquake　and　Tsunami　of　J6gan　11

（869）　in　each　area　of　study　at　the　outset．　This　paper　is　one　attempt　in

preparation　for　such　interdisciplinary　collaborative　research．

Muromachi－period　Disasters　and　lse　Jinga

by

YAMADA　Yaji

　　At　lse　JingU，　a　mausoleum　（so－byo一）　of　the　imperial　progenitor，　prayers　were

conducted　whenever　orders　for　such　prayers，　which　had　been　issued　by　the

court　or　the　ろ盈励，　were　received．　The　orders　were　issued　by　the

authorities　whenever　disasters　or　uncanny　events　occurred　somewhere　ln

Japan．　From　the　time　2n　the　9th　century，　when　the　national　policy　for

responding　to　uncanny　even£s　was　established，　until　the　Muromachi　period，

when　mysterious　phenomena　would　occur　at　lse　Jinga－trees　wlthin　the

precincts　would　topple，　or　the　roof　of　the　main　shrine　building　would　be

smashed　by　falling　trees；　these　would　be　deemed　uncanny　events　and

reported　to　the　imperiai　court．　The　court　would　then　investiga£e　for

precedents，　have　officials　of　the　Jingikan　（Office　for　Worship　of　Native

Divinities）　and　the　Onmy6ry6　（Bureau　of　the　Yiflg－Yang　Practitioners）
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